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第 1 章： Cluster Manager 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Cluster Manager について (P. 9) 

機能 (P. 9) 

サポート対象の技術 (P. 10) 

ソリューション アーキテクチャ (P. 11) 

クラスタの概念 (P. 12) 
 

Cluster Manager について 

Cluster Manager は、クラスタ環境をモデリングして監視する、管理者を対

象とした CA Spectrum 機能です。 Cluster Manager は、クラスタ コンポーネ

ントのトポロジおよび論理関係の両方を表示する、企業全体のクラスタ環

境のビューを提供します。 Cluster Manager では、役立つメトリックも参照

でき、固有の障害分離技術の適用により、問題を特定し、効果的に解決す

るのをサポートします。 

クラスタ環境を監視する場合の主な課題は、作業が発生している場所の追

跡、またはアクティブ ノードの識別です。 クラスタリング技術は、フェー

ルセーフ環境の提供により、サーバ ベースのアプリケーションの高可用

性を保持するように設計されています。 必要な場合、リソース グループ

はあるクラスタ ノードから別のクラスタ ノードに移り、結果的に作業負

荷が分散され、ノード ステータスが定期的に変わります。 Cluster Manager 

は、継続的にクラスタ コンポーネントを監視することにより、これらの

アクティビティを把握し、ユーザ環境に何か変更があった場合は迅速に

ユーザに通知します。 
 

機能 

Cluster Manager には、以下の機能が含まれます。 

■ 自動化されたデバイス ディスカバリとモデリング。 Cluster Manager は、

必要に応じて自動的にモデルを作成し、すべての管理対象クラスタ コ

ンポーネントの接続を確立します。 

■ スケーリングに対応できる分散ソリューション。 クラスタ管理は複数

の SpectroSERVER にわたって分散できます。 
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■ トポロジ内のクラスタ コンポーネントの識別。 
 

■ クラスタ環境の階層表現。 

■ アクティブ/非アクティブ ノードの識別を含め、ユーザ クラスタ環境

でデバイスを区別するアイコン。 
 

■ クラスタ環境およびそれぞれの技術固有のデータを把握できるように

する、専用の Cluster Manager ビュー。 
 

■ 標準装備の、クラスタ エンティティとアクティビティに対するイベン

トとアラーム。 

■ 障害管理の強化。 Cluster Manager は、徴候的なアラームを認識して相

関し、プロキシ管理を使用して障害分離をサポートします。 
 

■ クラスタ コンポーネントに固有のロケータ検索。 

■ サポート対象のすべてのクラスタ技術にわたる、一貫した表現。 
 

サポート対象の技術 

以下のように必要なすべてのコンポーネントがインストールされ、ソ

リューションごとに適切に設定されているとき、Cluster Manager は以下の

クラスタ技術をサポートします。 

IBM PowerHA 

■ CA Spectrum 9.2.3 以降 

■ 以下がインストールされた専用ホスト マシン。 

– SystemEDGE 5.x 以降 

– High Availability Cluster Multiprocessing（HACMP）AIM r12.7 以降 

重要：  HACMP AIM は SystemEDGE ホストにインストールされた、唯一

の AIM である必要があります。 SystemEDGE ホスト自体を、管理対象

クラスタ環境内のノードにすることはできません。 
 



ソリューション アーキテクチャ 
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Microsoft クラスタ サービス（MSCS） 

■ CA Spectrum 9.2.3 以降 

■ 以下がインストールされた専用ホスト マシン。 

– SystemEDGE 5.x 以降 

– MSCS AIM r12.7 以降 

重要：  MSCS AIM は SystemEDGE ホストにインストールされた、唯一の 

AIM である必要があります。 SystemEDGE ホスト自体を、管理対象クラ

スタ環境内のノードにすることはできません。 

注： SystemEDGE エージェントおよび AIM システム要件の詳細については、

「CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers 管理ガイド」を参照してく

ださい。 
 

ソリューション アーキテクチャ 

クラスタ技術に固有のデータを提供する一方、Cluster Manager は、ネット

ワーク内のクラスタ コンポーネントをシームレスに監視します。 CA 

Spectrum は、2 つの異なるメソッドを使用して、クラスタ コンポーネント

に関する情報を収集します。 他の CA Spectrum 管理対象デバイスと同じよ

うに、Cluster Manager は標準的な CA Spectrum 監視を使用します。 さらに、

Cluster Manager は、代替（プロキシ）マネージャ、SystemEDGE Application 

Insight Module（AIM）から特殊な情報を取得します。 
 

AIM は SystemEDGE エージェントの特殊な拡張で、独自のホスト上にあり

ます。 プロキシ マネージャは、クラスタ環境内のエンティティと直接通

信します。 その後、CA Spectrum は SNMP を使用してプロキシ マネージャ

からこの情報を取得し、その情報を OneClick 内のクラスタ コンポーネン

トのモデリング、監視のために使用します。 
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Cluster Manager で動作する AIM には次のものが含まれます。 

■ High Availability Cluster Multiprocessing（HACMP）AIM 

IBM PowerHA クラスタ環境を監視する機能を提供します。 

■ Microsoft クラスタ サービス（MSCS）AIM 

Microsoft クラスタ サービス環境を監視する機能を提供します。 

注： SystemEDGE エージェントおよび AIM の詳細については、「CA Virtual 

Assurance for Infrastructure Managers 管理ガイド」を参照してください。 
 

詳細情報： 

IBM PowerHA のソリューション アーキテクチャ (P. 51) 

MSCS のソリューション アーキテクチャ (P. 71) 
 

 

クラスタの概念 

管理者は、リソース グループと呼ばれる機能ユニットにリソースを編成

し、これらのグループを個別のノードに割り当てます。 ノードに障害が

発生した場合、特定のノードでホストされていたリソース グループが、

クラスタ内の他のノードに移動します。  
 

以下の用語は、クラスタ環境の該当コンポーネントの説明で、Cluster 

Manager のソリューションで使用されます。 

クラスタ 

分散処理能力および高可用性を提供する、ローカルに接続したマシン

のグループ。 クラスタは、単一のシステム イメージおよび IP アドレ

スとしてクライアントに表示されます。 
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ノード 

クラスタに参加する独立したコンピュータ システム。  

アクティブ ノード 

アプリケーション プロセス（リソース グループの一部として）が

現在実行されている、クラスタ環境内のシステム。 Cluster Manager 

では、アクティブ ノードには子としてリソース グループがありま

す。 

非アクティブ ノード 

クラスタに割り当てられているが、現在、リソースを処理してい

ないシステム。 Cluster Manager では、非アクティブ ノードには子

としてリソース グループがありません。 
 

リソース グループ 

単一ノード上に存在する機能ユニットを形成する、リソースのコレク

ション。 
 

リソース 

一度に 1 つのノード上でのみ実行される、論理コンポーネントまたは

エンティティ。 リソースは、ネットワーク インターフェース、ディス

ク、ファイル システム、アプリケーション ソフトウェアなど、アプリ

ケーションに必要なすべてのエレメントを含みます。 

マイグレーション 

あるノードから別のノードへのリソース グループの移動。 クラスタ技

術によっては、マイグレーションに関して別の用語が使用されます（た

とえば、フェールオーバ、フォールオーバ、フェールバック、および

フォールバック）。 
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第 2 章： はじめに 
 

注： 特に説明がない限り、このセクション内の情報はサポート対象のすべ

てのクラスタ技術に適用されます。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

実装の計画 (P. 15) 

Cluster Manager をインストールする方法 (P. 20) 

クラスタ環境の表示 (P. 23) 

アラームと障害管理 (P. 39) 
 

実装の計画 

Cluster Manager の目的は、クラスタ コンポーネントを監視し、環境内のさ

まざまなアクティビティをユーザに通知することです。 Cluster Manager は

高度に拡張性があり、分散された SpectroSERVER 全体にわたって複数の 

AIM を使用し、異なる技術を使用するクラスタ ノードを管理できます。 CA 

Spectrum がクラスタ環境内のコンポーネントのモデルをどのように管理

するか理解すると、Cluster Manager 実装をより効果的に行えます。 

Cluster Manager をセットアップする前に、以下のトピックを確認します。 

■ 環境管理に関する注意事項 (P. 15) 

■ モデリング (P. 17) 
 

環境管理に関する注意事項 

Cluster Manager のセットアップ中に、環境の管理を編成する方法を指定し

ます。 小規模環境では、単一の SpectroSERVER 上の 1 つの場所にあるすべ

てのクラスタ ノード（ベンダーごと）を管理する 1 つの AIM を使用でき

ます。 複雑な環境では、さまざまなベンダーを使用して、異なる場所の

さまざまなクラスタ環境を管理する複数の SpectroSERVER にわたって、複

数の AIM を使用できます。 
 

いつでも組織的な仕様を変更できますが、利用可能な設定オプションを

知っていると、初期設定をより適切に行うことができます。 
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Cluster Manager 環境をセットアップする場合は、以下の点を考慮します。 

■ Cluster Manager の AIM はベンダー固有です。 複数のベンダーのクラス

タ技術を使用する場合、複数の AIM と専用の SystemEDGE ホストが必

要です。 

■ 各 AIM は複数のクラスタを管理できます。 

■ クラスタ環境の管理は、複数の AIM にわたって分散できます。これは

単一のランドスケープ、または複数の SpectroSERVER にわたってサ

ポートできます。 

■ 各クラスタの管理は 1 つのクラスタ技術 AIM のみによって行うこと

ができます。 
 

クラスタ環境の分散管理方法を決定するとき、環境内のノードの数と場所

を考慮します。 AIM が管理するクラスタ ノードの数、および監視された

環境への AIM の距離的な近さは、パフォーマンスに影響する可能性があり

ます。 最適なパフォーマンスのために、環境の管理を適切に区分し、分

散します。 

注： 特定の AIM が管理するクラスタは、CA Spectrum ではなく AIM 上で制

御されます。 AIM によって管理されるノードを定義する詳細については、

「CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers 管理ガイド」を参照してく

ださい。 
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モデリング 

CA Spectrum でサポートされている他のネットワーク エレメントと同様に、

クラスタ環境のコンポーネントを検出してモデリングし、それらを監視し

ます。 Cluster Manager は、管理対象のクラスタおよびノードに関する情報

を AIM から取得します。 その後、CA Spectrum は、自動ディスカバリを使

用して、各コンポーネントをモデリングするためにこの情報を使用します。 

注： Cluster Manager 機能に使用される情報は主にプロキシ マネージャ

（AIM）から収集されます。 また、追加の情報もノードから直接収集され

ます。 

以下のトピックでは、モデリング プロセスの詳細について説明します。 

■ モデリングの対象 (P. 17) 

■ モデリング方法 (P. 17) 

■ ノード管理および複数のクラスタ AIM (P. 19) 

■ ノード管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 19) 
 

モデリングの対象 

AIM MIB で提供される情報を使用して、CA Spectrum は、AIM が管理するあ

らゆるクラスタ、ノード、リソース グループ、およびリソースを抽出し、

モデリングします。  
 

モデリング方法 

可能な場合、クラスタ ノードは SNMP 管理されたエレメントとしてモデリ

ングされます。 SNMP モデリングでは、Cluster Manager ソリューションに

付加価値を提供できる、豊富なデバイス監視をサポートします。 ホスト

に SNMP エージェントがインストールされていない場合、ICMP（Ping 可能）

デバイスとしてモデリングされます。 

以下のセクションで、クラスタ ノードのモデリング方法に関する詳細を

提供します。 

■ モデルの命名 (P. 18) 

■ IP アドレスと MAC アドレスの決定 (P. 19) 
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詳細情報： 

SNMP 管理された ICMP（Ping 可能）モデルを変換する方法 (P. 47) 
 

 

モデルの命名 

クラスタ ノードをモデリングするとき、CA Spectrum で割り当てられるモ

デル名は、以下のように使用されるモデリングのタイプによって異なりま

す。 

■ SNMP モデリングの場合、CA Spectrum は標準的な CA Spectrum 命名規

則を使用して、自動的にモデルの名前を指定しようとします。 自動的

な命名は［モデル ネーミング順序］値によって SpectroSERVER レベル

で制御されます。 このフィールドは VNM モデルの SpectroSERVER コン

トロール ビューにあります。 

■ ICMP（Ping 可能）モデリングの場合（仮想デバイスではない場合）、

CA Spectrum は、AIM で指定されたホスト名を使用します。 

重要：  ICMP（Ping 可能）モデリングの場合、CA Spectrum Virtual Host 

Manager が設定するモデル名は、Cluster Manager より優先されます。 

管理者は、クラスタ ノード モデルの名前をいつでも変更できます。 他の

管理対象ネットワーク エレメントと同様に、CA Spectrum は確立された命

名規則を使用して、自動的にモデル名を更新します。これにより、ユーザ

定義の値を置換できます。 ユーザ定義の値を保持するには、モデル名を

ロックします。 

注： 次のモデル属性を使用して、クラスタ ノード モデル名を変更し、ロッ

クできます。Model_Name（0x1006e）および Lock_Model_Name（0x12a52）。 
 

詳細情報： 

ノード管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 19) 
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IP アドレスと MAC アドレスの決定 

クラスタ ノードをモデリングするとき、CA Spectrum で割り当てられる IP 

アドレスと MAC アドレスは、以下のように使用されるモデリングのタイ

プによって異なります。 

■ SNMP モデリングの場合、CA Spectrum は、常駐 SNMP エージェントを

問い合わせることにより、アドレスの決定を自動的に試行します。  

■ ICMP（Ping 可能）モデリングの場合（仮想デバイスではない場合）、

CA Spectrum は、AIM で指定されたアドレスを使用します。 

重要：  ICMP（Ping 可能）モデリングの場合、CA Spectrum Virtual Host 

Manager が設定するアドレスは、Cluster Manager より優先されます。 

SNMP モデリングまたは Virtual Host Manager で、有効な IP アドレスまたは 

MAC アドレスを指定できない場合、AIM 値が使用されます。 
 

詳細情報： 

ノード管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 19) 
 

 

ノード管理および複数のクラスタ AIM 

単一のクラスタ技術 AIM のみによってクラスタ ノードを管理します。 

ユーザが不注意により複数のクラスタ技術 AIM によってクラスタ ノード

を管理した場合、Cluster Manager はクラスタ モデルにこのアラームを発行

します。 

サポートされないクラスタ AIM 設定 

子はクラスタ モデルに対して作成されません。 
 

ノード管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション 

複数の CA Spectrum AIM ソリューションによってクラスタ ノード モデル

を管理するとき、定義された管理の順序が以下のように適用されます。 

1. Virtual Host Manager 

2. Cluster Manager 

3. 他の技術（Active Directory and Exchange Server Manager など） 
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SystemEDGE エージェントをインストールしたノードが CA Spectrum です

でにモデリングされているとき、Cluster Manager はモデルを認識し、重複

モデルは作成されません。 代わりに、Cluster Manager は、各ソリューショ

ンのルールに従い、ルールを順番に適用して、既存のモデルを独自の管理

に組み入れます。 
 

たとえば、Virtual Host Manager と Cluster Manager の両方で 1 つのノードを

管理しているとき、Virtual Host Manager が割り当てたモデル パラメータが

使用されます。 これらのパラメータの例には、モデル名、IP アドレス、

および MAC アドレスがあります。 
 

ソリューションによってノードが管理から削除された場合、残りのソ

リューションのルールが順番に再適用されます。 通常、変更は次のポー

リング サイクルで行われます。 

定義されたこの管理の順序も、ユニバース トポロジにモデルがどのよう

に表示されるかに影響します。  
 

詳細情報： 

複数の AIM ソリューションを使用する場合の環境のモデリング方法 (P. 
22) 

トポロジ ビュー (P. 30) 

複数の AIM ソリューションを使用している場合のモデルの削除 (P. 49) 
 

 

Cluster Manager をインストールする方法 

CA Spectrum をインストールする場合、Cluster Manager コンポーネントが

自動的にインストールされ、使用できるようになります。 ただし、Cluster 

Manager は、ソリューション向けの適切なプロキシ マネージャをインス

トールして設定した後でのみ、操作可能です。 

ソリューションのそれぞれのセクションを参照してください。 
 

詳細情報： 

IBM PowerHA 用の Cluster Manager のセットアップ方法 (P. 52) 

MSCS 用の Cluster Manager のセットアップ方法 (P. 72) 
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ディスカバリとモデリング 

必要なコンポーネントがインストールされた後、Cluster Manager が管理す

るすべてのエンティティを検出し、モデリングします。  

Cluster Manager は、以下のタイプのディスカバリを使用します。 

■ クラスタ技術 AIM と接続デバイスをモデリングするための標準的な 

CA Spectrum ディスカバリ 

■ クラスタ コンポーネントをモデリングするための Cluster Manager 

ディスカバリ 
 

クラスタ技術 AIM が正常にモデリングされた後、Cluster Manager は、環境

内のクラスタ コンポーネントに関する情報を AIM から取得します。 AIM 

から取得されるマシンのリストを使用して、Cluster Manager は自動ディス

カバリを使用して、各クラスタ ノードをモデリングします。 サポート対

象のすべてのクラスタ コンポーネント（クラスタ、リソース グループ、

およびリソース）もモデリングされます。 
 

可能な場合、および自動ディスカバリ パラメータが正しくセットアップ

されている場合、Cluster Manager はクラスタ ノードを SNMP 管理されるよ

うにモデリングします。 

注： 自動ディスカバリの制御設定の詳細については、「IT インフラストラ

クチャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

このトピックで提供される情報は、すべてのクラスタ技術に適用されます。 

詳細については、ソリューションのそれぞれのセクションを参照してくだ

さい。 
 

詳細情報： 

IBM PowerHA 環境の検出およびモデリング (P. 54) 

MSCS 環境の検出およびモデリング (P. 74) 

SNMP 管理された ICMP（Ping 可能）モデルを変換する方法 (P. 47) 
 

 



Cluster Manager をインストールする方法 
 

22  Cluster Manager ソリューション ガイド 
 

複数の AIM ソリューションを使用する場合の環境のモデリング方法 

環境によっては、Cluster Manager を他の CA Spectrum AIM ソリューション

と同時に使用して、ネットワーク エンティティを管理できます。 以下の

構成のいずれでも、環境の完全な管理のために複数のソリューションを使

用する必要があります。 

■ クラスタ ノードが仮想マシン上で実行されている。 

■ クラスタ技術 AIM が仮想マシン上で実行されている。 

■ クラスタ ノードが、Active Directory または Exchange Server ホストであ

る。 
 

各 CA Spectrum AIM ソリューションは、サポート対象の技術に固有の情報

を提供します。 例： 

■ Virtual Host Manager は、仮想技術に固有の詳細を提供します。 

■ Cluster Manager は、クラスタ化技術に固有の詳細を提供します。 

■ Active Directory and Exchange Server Manager （ADES）マネージャは、

Active Directory と Exchange Server におけるサポート対象のサーバの役

割に固有の詳細を提供します。 
 

これらの機能の組み合わせは、完全な監視ソリューションを提供します。 

複数の AIM ソリューションの実装を効果的にセットアップするには、以下

の方法が推奨されます。 

重要：  複数の AIM を使用する場合、指定された SystemEDGE ホストに単一

の AIM のみをインストールできます。 
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次の手順に従ってください： 

1. VNM モデル上の［自動ディスカバリ］設定を設定します。 

2. 仮想技術に関連付けられる Virtual Host Manager 設定を設定します。 

3. 仮想技術マネージャおよびすべての仮想技術コンポーネントのモデリ

ングにより、Virtual Host Manager をセットアップします。 

4. クラスタ技術マネージャおよびすべてのクラスタ コンポーネントの

モデリングにより、Cluster Manager をセットアップします。 

5. ADES ホスト マネージャおよびすべての Active Directory および 

Exchange Server ホストのモデリングにより、ADES マネージャをセット

アップします。 

注： 詳細については、「Virtual Host Manager ソリューション ガイド」およ

び「Active Directory and Exchange Server Manager ソリューション ガイド」

を参照してください。 
 

詳細情報： 

ノード管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 19) 

複数の AIM ソリューションを使用している場合のモデルの削除 (P. 49) 
 

 

クラスタ環境の表示 

Cluster Manager の目的は、クラスタ環境に対する可視性を提供することで

す。 この可視性により、環境の組織（ここでリソース グループが割り当

てられる）および各ノードのステータスを識別できます。 最も重要なこ

とは、環境で問題が発生するとき、その原因を正確に特定できます。 
 

Cluster Manager は、クラスタ環境を表示するいくつかの方法を、以下のよ

うに提供します。 

■ ナビゲーション画面内の Cluster Manager 階層は、コンポーネント間の

論理関係を示します。 階層ノードの例には、クラスタ、クラスタ ノー

ド、リソース グループ、およびリソースが含まれます。 

■ グラフィカルなトポロジ ビューは、クラスタ ノードをグループ化し、

ノード間のつながりを視覚化します。 
 

■ コンポーネント詳細画面内のカスタム情報ビューは、クラスタ技術お

よび特定のベンダーに固有の詳細を提供します。 
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■ ［カスタム検索］は、クラスタ エレメントを検索する迅速な方法を提

供します。 

■ 個々のモデルのカスタム アイコンは、一目でステータスおよびモデル 

タイプ情報が分かり、Cluster Manager 機能全体が統合されています。  

これらの各メソッドを理解すると、クラスタ環境をより効率よく監視し、

より効率的に問題を解決するのに役立ちます。 
 

Cluster Manager のアイコン 

Cluster Manager では、クラスタ環境内のデバイスを区別するように特別に

デザインされたアイコンが提供されます。 すべてのクラスタ ベンダー技

術にわたって同じアイコンが使用されます。 

クラスタ 

クラスタ アイコンには明確なクラスタ パターンがあり、以下のように

まとめてクラスタ化される 3 つのワークステーションを示します。 

 
 

クラスタ ノード 

クラスタ ノードは、標準的なワークステーション アイコンを使用しま

す。 アクティブ ノードは、以下のように濃い色（不透明）で表現され

ます。一方で、非アクティブ ノードは薄い色（透明）で表現されます。 
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また、アイコンは、Cluster Manager が他の CA Spectrum AIM ベースの

ソリューションと合わせて使用されている場合にも反映されます。 以

下に例を示します。 

■ 両方のノードが、Virtual Host Manager 管理する仮想マシンであるト

ポロジ内の、アクティブ ノードと非アクティブ ノード。 仮想マシ

ンの枠がアクティブ ノードでより明るくなっていることに注目し

ます。 

■ 両方のノードが Active Directory または Exchange Server ホストであ

るトポロジ内のアクティブ ノードと非アクティブ ノード。 

 

注： 非アクティブ ノードがスポットライト機能とともに使用されると

き、アイコンはさらに透明に近くなります。 
 

リソース グループ 

リソース グループでは、以下のように複数の歯車があるアイコンを使

用します。  

 

 
 

リソース 

リソースでは、以下のように 1 つの歯車があるアイコンを使用します。 

 

注： リソースはトポロジ ビューに表示されません。 
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エクスプローラ ビュー 

ナビゲーション画面の［エクスプローラ］タブで、Cluster Manager は、管

理対象のクラスタ環境の論理的な組織を示す階層ツリー構造を表示しま

す。 カスタム アイコンは、一目で分かるクラスタ コンポーネントのステー

タスおよびモデル タイプ情報を提供します。  
 

この情報を参照すると、クラスタおよびそれぞれのリソースが環境でどの

ように論理的に配置され、またどこでそれらがアクティブか分かります。 

注： 適切な権限およびモデル セキュリティ アクセス権を持ったユーザの

みが Cluster Manager 階層およびコンポーネントを表示できます。 詳細に

ついては、「管理者ガイド」を参照してください。 
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以下は Cluster Manager 階層の例です。 
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以下のエレメントが階層を組織します。 階層内のエレメントに子がある

とき、ラベルは太字になります。 

Cluster Manager  

現在管理されているクラスタ環境のルートを示します。 Cluster 

Manager は、複数のランドスケープに対応するため、ランドスケープ 

レベルの上に表示される、分散ソリューションです。 Cluster Manager 

を展開すると、サポート対象の技術が表示されます。 以下の図で示す

ように、各技術のクラスタおよび参加するクラスタ コンポーネントも

表示されます。  

[-] Cluster_technology_1 

    [-] Cluster_1 

        [-] Cluster_node_1 （アクティブ） 

            [-] Resource_group_1 

                . Resource 1 

                . Resource 2 

                . Resource 3 

            Cluster_node_2 （非アクティブ） 

            Cluster_node_3 （非アクティブ） 

    [+] Cluster 2 

[+] Cluster_technology_2 

注： それぞれの AIM がインストールされたソリューションのみが、実

装に表示されます。 AIM 自体は Cluster Manager 階層に表示されません。 

Cluster Manager （AIM）モデルは、ユニバース トポロジおよびユニバー

ス階層に表示されます。 
 

クラスタ技術  

ベンダー クラスタ技術を表します。 クラスタ技術フォルダは、IBM ま

たは Microsoft など、それぞれの技術のすべてのランドスケープにわた

る管理対象のすべてのクラスタを表示します。 

ベンダー フォルダ内の階層は、参加するコンポーネント間の論理関係

を表示します。 クラスタ技術のクラスタ コンポーネントがすべて削除

されるとき、空のクラスタ技術フォルダが残ります。 
 

クラスタ  

クラスタを表します。 使用されるクラスタ名は AIM から取得され、技

術によって異なります。 
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クラスタ ノード   

クラスタ ノードを表します。 アイコンの透過性に、クラスタ ノード

がアクティブか非アクティブかが反映されます。 濃い色（不透明）の

アイコンはアクティブ ノードを表します。薄い色（透明）のアイコン

は非アクティブ ノードを表します。 アクティブ ノードは子としてリ

ソース グループがあります。非アクティブ グループにはリソース グ

ループがありません。 
 

リソース グループ  

リソース グループを表します。 
 

リソース  

リソースを表します。 

注： リソースは階層ビューにのみ表示されます。リソースはトポロジ 

ビューには表示されません。 
 

複数の AIM ソリューションによる管理 

Cluster Manager と別の CA Spectrum AIM ソリューションが同時に正常に 1 

つのクラスタ ノードを管理する場合、環境を表示するときに以下の詳細

が適用されます。 

■ Cluster Manager 階層は、クラスタ環境についての詳細で正確なビュー

を表示します。 ユニバース階層は、ソリューション管理の定義された

順序ですべてのモデルを示します。 たとえば、クラスタ ノードが仮想

マシンであるとき、それはユニバース階層内のクラスタ コンテナ内に

は表示されません。 代わりに、Virtual Host Manager 階層の物理ホスト 

コンテナに表示されます。 

注： 複数のソリューションで 1 つのノードを管理しているとき、コン

テンツ画面から正しい階層のソリューションを迅速に特定できます。 

リスト ビューまたはトポロジ ビューでモデルを特定し、次にモデルを

右クリックし、［場所］を選択します。 
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■ エクスプローラ ビューで、最もランクの高いソリューションのアイコ

ンが適用されます。 

■ Virtual Host Manager がノードを管理する場合、Cluster Manager 階層お

よびリスト ビューに表示されるノード名には、以下のものがあります。 

– ICMP（Ping 可能）モデルの場合、Cluster Manager で設定されたモ

デル名が使用されます。 

– SNMP モデルの場合、Cluster Manager モデルのデフォルトのネーミ

ングが使用されます。 

注： 通常、ほとんどの CA Spectrum AIM ソリューションでは Domain 

Naming System（DNS）名を使用します。 それとは関係なく、最もラン

クの高いソリューションが適用されます。 
 

詳細情報： 

モデルの命名 (P. 18) 

ノード管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 19) 
 

 

トポロジ ビュー 

管理対象のクラスタ環境のモデルは、ユニバース トポロジ ビューに整理

され、統合されます。 これらのモデルには Cluster Manager （SystemEDGE ホ

スト）、クラスタ、クラスタ ノード、およびリソース グループ モデルが

含まれます。 このグラフィック表示は、クラスタ ノードとネットワーク

の他のエレメントの間の接続を含め、管理対象環境の構造の視覚化をサ

ポートします。 
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クラスタ ノードとリソース グループのモデルは、クラスタ コンテナ内の

トポロジに編成されます。 可能な場合、以下のユニバース トポロジのトッ

プ ビューの例に示すように、クラスタ コンテナ モデルは Cluster Manager 

モデルのそばに作成されます。 

注： Cluster Manager が仮想マシンである場合、クラスタ コンテナは、Virtual 

Host Manager の物理ホスト コンテナと同じトポロジに作成されます。 
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クラスタ コンテナをドリルダウンすると、そのコンテンツが表示されま

す。 これらのコンテンツには、接続されたネットワーク デバイス、クラ

スタ ノード、およびクラスタに参加するアクティブなリソース グループ

へのページ外の参照が含まれます。 

注： リソースは Cluster Manager 階層ビューのみに表示されます。リソース

はトポロジ ビューには表示されません。 

以下の図は、クラスタ コンテナのドリルダウン ビューを示します。 以下

に示すように、クラスタ コンポーネントが 3 層で配置されています。 

 

重要：  ユーザはクラスタ コンテナ トポロジ ビューを編集できますが、CA 

Spectrum はモデルが適切な層に配置されるようにします。 ユーザがこの

ビュー内のモデルを配置し直した場合、それらの配置は保存されません。 

テキスト注釈および背景変更など、他の変更は保持されます。 
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最上位層 

アップストリームのルータ、リピータ、スイッチなど、他のビューで

モデリングされた接続デバイスへのページ外の参照を表示します。 こ

れらのエレメントは、クラスタ ノードをネットワークに接続します。 

中間層 

クラスタに参加するクラスタ ノードを表示します。 Cluster Manager 

ディスカバリの前に Virtual Host Manager でクラスタ ノードがすでに

モデリングされている場合、再度モデリングされません。 ただし、ク

ラスタ環境についての詳細情報を表示するために、クラスタ コンテナ 

トポロジに含まれています。 

最下層 

クラスタに参加するリソース グループを表示します。 

注： リソース グループとそれぞれのノードの間の関連付けはこの

ビューには表示されません。この情報は Cluster Manager 階層ビューで

表示されます。  
 

 
  

 

以下のルールがクラスタ コンテナに適用されます。 

■ クラスタ コンテナに対してモデルを追加、または削除することはでき

ません。 AIM によってコンポーネントが管理に追加、または管理から

削除される、またはクラスタ環境で変更が発生したとき、クラスタ コ

ンテナ コンテンツに変更が発生することがあります。 ただし、CA 

Spectrum は、クラスタ コンテナ内のモデルの配置を排他的に制御しま

す。 

■ クラスタ コンテナを直接破棄することはできません。 対応する Cluster 

Manager モデルが削除されるか、またはクラスタが AIM によって管理

から削除された場合に限り、クラスタ コンテナが破棄されます。 クラ

スタ コンテナが破棄されるとき、コンテナ内のすべてのクラスタ ノー

ド モデルはロスト ファウンド（LostFound）に移動します。 例外は、

クラスタ ノードがグローバル コレクションにある場合です。この場合、

モデルはグローバル コレクションに残ります。  
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詳細情報： 

ノード管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 19) 

モデルの配置 (P. 34) 

Cluster Manager 実装の保守 (P. 45) 

IBM PowerHA 向けに作成されたモデル (P. 58) 

MSCS 向けに作成されたモデル (P. 78) 
 

 

モデルの配置 

Cluster Manager ディスカバリ中の、トポロジ内のクラスタ ノードとリソー

ス グループ モデルの配置は、以下のようになります。 

■ Cluster Manager ディスカバリでモデルを作成する場合、モデルはクラ

スタ コンテナに配置されます。 

■ モデルが存在し、それが Virtual Host Manager が管理する仮想マシン向

けである場合、モデルは物理ホスト コンテナに残ります。 モデルもク

ラスタ コンテナに含まれています。 クラスタ コンテナ内では、クラ

スタ ノード アイコンは、仮想マシンの特性を保持します。 
 

■ モデルが存在し、それが別の AIM ソリューションが管理する物理マシ

ン向けである場合、モデルはクラスタ コンテナに移動されます。 別の 

AIM ソリューションの例は ADES マネージャです。 

注： Cluster Manager による管理からモデルを削除した場合、クラスタ 

コンテナから削除されます。 ADES Manager がホストの管理を続行する

場合、モデルは ADES 管理対象ホストのコンテナに自動的に表示され

ません。 モデルを移動させるには、ロスト ファウンド（LostFound）

から、モデルを ADES 管理対象ホストのコンテナに切り取って貼り付

けます。  

■ モデルが存在し、他の AIM ソリューションがモデルを管理していない

場合、モデルはクラスタ コンテナに移動されます。 
 

詳細情報： 

Cluster Manager のアイコン (P. 24) 

Cluster Manager モデルの削除 (P. 47) 
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接続 

トポロジ ビューは、ネットワーク内のクラスタ環境の接続を表示します。 

Cluster Manager は、クラスタ ノードと、ネットワーク内でモデリングされ

たあらゆる接続デバイス間のリンクを表示します。 

重要：  Cluster Manager では、クラスタの仮想 IP アドレスへの接続ではなく、

クラスタ ノードの物理 IP アドレスへの接続を表示します。 
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ユニバース ビューで、接続（パイプ）はクラスタ コンテナ内の接続デバ

イスからクラスタ ノードへの接続を表します。 接続を選択してリンクを

さらに詳しく調べることによって、以下の例で示すように、特定のノード

への接続が表示されます。 
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以下のアクションが発生するとき、［接続の検出］が自動的に実行されま

す。 

■ クラスタ ノードが最初に検出され、モデリングされた。 

■ クラスタ ノードの IP アドレスまたは MAC アドレスが変更された。 

ポーリング サイクルで必要な場合、［接続の検出］が実行されます。 ［接

続の検出］プロセスが 1 回のポーリング間隔内で完了しない場合、次の 

Cluster Manager ディスカバリは延期されます。 
 

［情報］サブビュー 

CA Spectrum には、コンテンツおよびコンポーネント詳細画面に、クラス

タ環境の監視で必要な情報にすぐにアクセスできるようにするためのタ

ブがいくつかあります。 ［情報］タブは、環境内の 1 つのエンティティの

詳細を表示します。 これらの詳細は、拡張可能なサブビューに表示され、

ソリューションごとに異なります。  

［カスタム］サブビューは、クラスタ コンポーネント タイプに固有の詳

細情報を提供します。 ［カスタム］サブビューは、以下のクラスタ コン

ポーネントで提供されます。 

■ Cluster Manager 

■ クラスタ 

■ クラスタ ノード 

■ リソース グループ 

■ リソース 
 

詳細情報： 

IBM PowerHA の［カスタム］サブビュー (P. 60) 

MSCS の［カスタム］サブビュー (P. 80) 
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ロケータ検索 

CA Spectrum は、クラスタ環境向けに特別に設計されている、あらかじめ

設定された検索のコレクションを［ロケータ］タブに用意しています。 サ

ポート対象のクラスタ技術に関連付けられる、CA Spectrum データベース

内のエンティティを見つけるためにこれらの検索を使用できます。 これ

らの検索は、特定のモデルまたはモデルのグループを識別し、クラスタ環

境を監視するときに使用できる詳細の取得をサポートできます。 検索は、

ナビゲーション画面の［ロケータ］タブ内の Cluster Manager フォルダ下で

グループ化されます。 

注： 適切な権限を持ったユーザのみが Cluster Manager 検索にアクセスで

きます。 詳細については、「管理者ガイド」を参照してください。 
 

詳細情報： 

IBM PowerHA のロケータ検索 (P. 63) 

MSCS のロケータ検索 (P. 84) 
 

 

イベント レポート 

クラスタ環境を監視するために、イベント レポートを作成できます。 イ

ベント レポートは、十分な情報を得た上でクラスタ環境内のコンポーネ

ントについて意思決定を行うのに役立つ情報を収集します。 イベント 

フィルタを使用すると、CA Spectrum でクラスタ環境について生成される

任意の管理イベントに基づいてイベント レポートを作成できます。 

クラスタ イベントについてレポートを作成するために、以下のイベント 

フィルタ ファイルが Report Manager に含まれています。 

Cluster.xml 

IBM および Microsoft を含む、すべてのクラスタ イベントが格納されて

います。 

IBM-Cluster-all.xml 

IBM クラスタ イベントがすべて格納されています。 
 

IBM-run-status.xml  

ステータス（稼働中、ダウン、オフラインなど）に関連する IBM クラ

スタ イベントがすべて格納されています。 
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MS-Cluster-all.xml 

Microsoft クラスタ イベントがすべて格納されています。 

MS-run-status.xml 

ステータス（稼働中、ダウン、オフラインなど）に関連する Microsoft 

クラスタ イベントが格納されています。 
 

ClusterTrap.xml 

IBM および Microsoft のクラスタからのトラップ イベントのみが格納

されています。 
 

Cluster-spectrum-managing.xml 

クラスタ プロキシ イベント、管理イベント、およびポーリング イベ

ントなどの CA Spectrum 管理イベントが格納されています。 

注： Report Manager でイベント レポートを生成するために .xml ファイル

のイベント コードを使用できます。 詳細については、「Report Manager 

ユーザ ガイド」を参照してください。 また、事前定義済みイベント フィ

ルタ ファイルを使用してレポートを生成することもできます。 詳細につ

いては、「Report Manager インストールおよび管理ガイド」を参照してく

ださい。 
 

アラームと障害管理 

リソース グループ マイグレーションまたはクラスタ ノード失敗など、特

定のアクティビティについて知っていると、クラスタ環境の潜在的な問題

を最小化できます。 ユーザにアラートするには、CA Spectrum でアラーム

を生成し、高度な障害管理技術を使用して根本原因を分離します。  
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単一のデバイスに関する問題では、ネットワーク内の他のいくつかのデバ

イスでイベントが生成される場合があります。 どのデバイスがアラーム

の根本原因かを特定することは難しい場合があります。 たとえば、Cluster 

Manager （プロキシ マネージャ）との接続を失うと、それが管理するクラ

スタ ノードとのプロキシ通信も失います。 その結果、Cluster Manager お

よびその管理対象コンポーネントのそれぞれに対してアラームが生成さ

れます。 同時に生成された数百のアラームを手動で選別し、問題を特定

することは、面倒で、エラーが発生しやすいプロセスとなる場合がありま

す。 Cluster Manager は、障害分離技術を使用して、単一の根本原因を特定

するために自動的にこれらのアラームを相関させることにより、トラブル

シューティング プロセスを著しく簡略化します。 その結果、その問題を

より迅速に識別し、修正できます。  
 

アラームと障害分離は、クラスタ技術によって異なります。 Cluster 

Manager は、どのデバイスがアラーム、およびデバイスが生成するイベン

トのタイプを発生させているかを評価します。 CA Spectrum は利用可能な

情報をすべて使用して、アラームを適切な根本原因に相関させ、分離され

た障害の発生したデバイス上でアラームを発行します。 Cluster Manager は、

意味のあるイベントおよびアラームを作成するために標準的な CA 

Spectrum 監視、プロキシ管理、状態ポーリング、およびトラップの組み合

わせを使用します。  

注： 標準装備のものに加えて、他の特定のメトリックのイベントおよびア

ラームを生成するために独自のカスタム ウォッチを作成できます。 

ウォッチを作成する詳細については、「ウォッチャ ユーザ ガイド」を参

照してください。 
 

詳細情報： 

Cluster Manager アラーム (P. 41) 

プロキシ管理 (P. 41) 

アラーム相関 (P. 43) 

IBM PowerHA のアラーム (P. 64) 

MSCS のアラーム (P. 85) 
 

 



アラームと障害管理 

 

第 2 章： はじめに  41  
 

Cluster Manager アラーム 

アラームは、技術に固有のトラップおよびポーリングから取得される情報

から作成されます。 クラスタ環境内の重要なアクティビティに対してア

ラートするには、Cluster Manager は、以下の条件に対するアラームを生成

（またはクリア）します。 

■ Cluster Manager （プロキシ）がダウンしている、または通信が失われ

た 

■ 複数のクラスタ技術 AIM で同じクラスタを管理している 
 

■ クラスタが稼働している、ダウン、設定されていない、不明な状態 

■ クラスタ ノードが稼働している、ダウン、統合、切り離されている、

一時停止、不明な状態 
 

■ リソース グループがオンライン、オフライン、保留中、管理されてい

ない、不明な状態、他のさまざまな状態、エラーが発生した 
 

■ リソース グループがあるノードから別のノードに移行される 

■ リソースがオンライン、オンライン保留中、オフライン、オフライン

保留中、初期化中、保留中、継承、障害が発生、または不明な状態 

注： アラームと条件はクラスタ技術によって異なります。 
 

詳細情報： 

IBM PowerHA の状態監視 (P. 66) 

MSCS 状態監視 (P. 86) 
 

 

プロキシ管理 

クラスタ技術 AIM によってクラスタ コンポーネントを管理することによ

り、CA Spectrum に固有の管理機会が提供されます。 この方法を使用する

と、CA Spectrum は標準的なデバイス監視方法に加えて代替の管理的視点

を持つことができます。 
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デバイスから情報を直接収集することに加えて、CA Spectrum は同時に、

クラスタ コンポーネントに固有の情報をクラスタ技術 AIM から収集しま

す。 AIM は、CA Spectrum がクラスタ技術に固有の情報を収集する「プロ

キシ」として機能します。 デバイスを直接ではなく、代替ソース（AIM な

ど）を使用するデバイスの管理は、プロキシ管理と呼ばれます。 
 

 
 

CA Spectrum 障害分離は以下のアラームを生成することにより、この 2 重

の管理を処理します。 

プロキシ管理アラーム 

クラスタ技術 AIM を管理に使用することによって、プロキシ関連のア

ラームは生成できます。 デバイスまたは直接（SNMP）管理の状態で

はなく、プロキシを介したクラスタ固有の情報の取得に影響がある場

合にユーザにアラートするので、これらのアラームは固有です。 プロ

キシによる接続が失われると、環境に関する重要なクラスタ固有の情

報を失う可能性があります。 プロキシ管理アラームはメジャー重大度

で、ユーザはクリアできません。  

プロキシ利用不可 

CA Spectrum がクラスタ技術 AIM と通信できないとき、proxy 

unavailable アラームが Cluster Manager モデル上で生成されます。 

以下のテキストが proxy unavailable アラームに表示されます。 

CLUSTER MANAGER UNAVAILABLE 
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プロキシ ロスト 

CA Spectrum がプロキシ経由で管理対象デバイスに関する情報を

取得できない場合、proxy lost アラームが生成されます。 proxy lost 

アラームは、以下の状態に対して生成されます。  

■ CA Spectrum がベンダー固有の Cluster Manager モデルと通信で

きないとき。 proxy lost アラームと同様に、Cluster Manager モ

デル上の proxy unavailable アラームも、その管理対象コンポー

ネントのそれぞれに生成されます。 

■ クラスタ技術 AIM が、正常にクラスタ ノードと通信できない

とき。 
 

以下のテキストが、proxy lost アラームに表示されます。 

CLUSTER MANAGER PROXY LOST FOR cluster_entity 

クラスタ エンティティ値には、クラスタ、クラスタ ノード、リソー

ス グループ、およびリソースが含まれます。 

proxy lost アラームは、Cluster Manager が管理するエンティティに

対してのみ生成されます。 ホストがプロキシによって管理から削

除される場合、それぞれのプロキシ管理アラームがクリアされま

す。 
 

拡張接続ロスト アラーム 

プロキシとの接続が失われたことを示す標準的な CA Spectrum アラー

ムには、Cluster Manager プロキシ管理アラームの追加された相関が含

まれます。 これらのプロキシ管理アラームは、クラスタ固有のデータ

取得が失われたことを示します。 

以下のテキストが、contact lost アラームに表示されます。 

デバイスはポーリングへの応答を停止しました 
 

アラーム相関 

標準的な CA Spectrum 障害管理、状態監視データ、およびプロキシからの

追加情報を使用し、Cluster Manager は自動的にアラームを相関し、単一の

根本原因を特定します。 さまざまな状態監視およびプロキシ関連のア

ラームは、関連するモデル上のアラームに関連付けられ、次のような真の

根本原因を特定します。 

■ 接続が失われた 

■ 管理が失われた 
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■ エンティティがダウン、オフライン、問題がある状態 
 

■ 保守 

■ ハイバネーション 
 

Cluster Manager は多くのデフォルト相関を提供します。 相関を表示または

変更するには、OneClick で状態相関エディタを使用します。 

注： アラームが発行された後、アラームの［影響度］タブを使用し、相関

した、または徴候的なアラームがないか確認します。 
 

詳細情報： 

Cluster Manager 相関の表示および変更方法 (P. 93) 

Cluster Node Down アラームの相関を変更する方法 (P. 94) 
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第 3 章： Cluster Manager 実装の保守 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

クラスタ データの更新 (P. 45) 

ポーリング間隔の制御 (P. 46) 

Cluster Manager 管理およびモデルの変更 (P. 47) 

Cluster Manager モデルの削除 (P. 47) 
 

クラスタ データの更新 

CA Spectrum 管理者が最初のディスカバリ プロセスを実行する場合、

Cluster Manager は、クラスタ環境モデルのナビゲーション画面内の［エク

スプローラ］タブに値を設定します。 Cluster Manager がこの初期階層を構

築した後、クラスタ環境は変更される場合があります。 Cluster Manager は

この情報を更新し続けるために絶えず動作します。 情報は問題のトラブ

ルシューティングに役立ち、情報が正確に環境を反映する場合に限り、パ

フォーマンスを最適化します。  
 

情報がいつ、どのように更新されるか理解していると、ユーザがより適切

にデータを評価し、クラスタ環境がどのように動作しているか評価するの

に役立ちます。 たとえば、以下のイベントにより、クラスタ環境設定が

変更される場合があります。 

■ クラスタ、クラスタ ノード、リソース グループ、およびリソースの作

成または削除 

■ あるエンティティから別のエンティティへのクラスタ コンポーネン

トのマイグレーション 
 

ユーザの情報を正確にしておくために、Cluster Manager は AIM のポーリン

グによりこれらの変更を検出します。 モデリングされたクラスタ環境は、

各ポーリング サイクルにおいて CA Spectrum で更新されます。 クラスタ環

境の変更が検出されたとき、CA Spectrum は以下のタスクを実行します。  

■ エクスプローラ ビューで Cluster Manager 階層内のクラスタ コンポー

ネント モデルの配置を更新する 

■ ユニバース トポロジ内の影響を受けたコンポーネントへの接続を自

動的に再検出する 
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また、CA Spectrum は、AIM からトラップを受信し、対応するイベントを

生成します。 イベント ログの確認によって、リソース グループが移行さ

れた場合など、変更が発生した時点を知ることができます。  

重要：  クラスタ コンポーネント モデルへの接続を正しく再確立するには、

相互接続しているすべてのルータとスイッチをモデリングする必要があ

ります。 クラスタ コンポーネントへの接続が再検出される前にこれらの

モデルが存在しない場合、CA Spectrum はそれらの接続を解決できません。 

その結果、CA Spectrum は、ユニバース トポロジ ビューに情報を正しく表

示できなくなります。  
 

ポーリング間隔の制御 

ポーリング間隔は、管理対象デバイスから情報を取得する頻度を制御しま

す。 管理対象クラスタ環境のデータを最新に保つために、Cluster Manager 

は、以下のコンポーネント上で設定されたポーリング間隔を使用します。 

■ クラスタ技術 AIM 

AIM ポーリング間隔は、AIM がクラスタ コンポーネントに情報をクエ

リする頻度を示します。 AIM ポーリング間隔は AIM に存在します。た

だし、CA Spectrum 内からのこの値を変更できます。 デフォルト値は、

300 秒（最小値 30 秒）です。  

■ Cluster Manager モデル  

Cluster Manager モデル上のポーリング間隔は、CA Spectrum がクラスタ

技術 AIM にポーリングする頻度を決定します。 デフォルト値は、300 

秒（最小値 30 秒）です。 この設定は、Cluster Manager 

（Host_systemEDGE）モデルの CA Spectrum モデリング情報ビューで利

用可能です。 
 

詳細情報： 

HACMP AIM ポーリング間隔の制御 (P. 69) 

MSCS AIM ポーリング間隔の制御 (P. 90) 
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Cluster Manager 管理およびモデルの変更 

モデリングされた環境を変更する場合は、以下の動作を考慮します。 

■ Cluster Manager がクラスタ ノードを管理しなくなったとき、以下の場

合を除いて、モデルはロスト ファウンド（LostFound）に移動されます。 

– Virtual Host Manager がホストを管理している。 

– ホストがグローバル コレクションにある。 
 

■ クラスタ コンポーネント名が変更された場合、Cluster Manager は新し

い値を自動的に反映します。 

■ クラスタ ノード モデルの IP アドレスまたは MAC アドレスが変更さ

れた場合、接続デバイスへの接続は自動的に更新されます。 
 

SNMP 管理された ICMP（Ping 可能）モデルを変換する方法 

ICMP（Ping 可能）モデルとしてクラスタ ノードをモデリングし、後で SNMP 

エージェントをホストにインストールします。 SNMP 機能を利用するには、

クラスタ ノードを再度モデリングする必要があります。 

モデルを置換するためにノードのディスカバリを手動で実行します。 新

しいモデルが作成され、次の Cluster Manager ディスカバリ中に Cluster 

Manager 管理に組み入れます。  
 

Cluster Manager モデルの削除 

CA Spectrum モデリング環境のクラスタ コンポーネント モデルの削除に

関する、以下の動作および制限を考慮します。 

■ 通常、さまざまな理由でモデルは OneClick からいつでも削除される可

能性があります。 ただし、Cluster Manager は、ナビゲーション画面内

の Cluster Manager 階層からモデルを削除するユーザの機能を制限し

ます。 モデルを手動で削除するには、以下のオプションがあります。 

– Cluster Manager モデルを削除します。 

– ベンダー固有のクラスタ管理ツールを使用して、クラスタ コン

ポーネントを削除します。 
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■ Cluster Manager で、モデルが自動的に削除されることがあります。 以

下の状況により、CA Spectrum は Cluster Manager モデルを自動的に削

除します。 

– Cluster Manager モデルが削除された。 ユーザが Cluster Manager モ

デルを削除する場合、CA Spectrum は関連するモデルをすべて削除

します。 

– エンティティがサポート対象クラスタ環境から削除される。 クラ

スタ、クラスタ ノード、リソース グループ、およびリソース割り

当ての変更により、クラスタ環境を更新すると、CA Spectrum もま

た、それに応じてそれらのモデルを変更します。 この更新には、

適切な場合、それぞれのモデルおよびその子を削除することが含

まれます。  

– アップグレードされたモデルが存在する。 場合によっては、SNMP 

機能のない Cluster Manager で、クラスタ ノードが最初にモデリン

グされます。 SNMP 機能が後でノードに追加される場合、前のモデ

ルは削除され、新しく、手動で検出された SNMP 管理されたモデル

と置換されます。 
 

■ Virtual Host Manager と Cluster Manager の両方が管理するホストは、仮

想マシンのすべての標準モデリング動作に従います。 これらのモデル

はトポロジから削除できません。 
 

■ Cluster Manager （Host_SystemEDGE）モデルが削除される場合、対応す

るクラスタ コンテナが破棄されます。 コンテナ内のクラスタ ノード 

モデルはすべてロスト ファウンドに移動されます。 例外は、クラスタ 

ノードがグローバル コレクションにある場合です。その場合には、モ

デルはグローバル コレクションに残ります。  

■ 特定のクラスタ技術のクラスタ コンポーネントがすべて削除された

場合、クラスタ技術フォルダは Cluster Manager 階層に残ります。 太字

でないラベルは空のフォルダを示します。 
 



Cluster Manager モデルの削除 

 

第 3 章： Cluster Manager 実装の保守  49  
 

複数の AIM ソリューションを使用している場合のモデルの削除 

他の CA Spectrum AIM ソリューションと合わせて Cluster Manager を使用

する場合は、環境でモデルを削除するときに以下の点を考慮します。 

■ Virtual Host Manager を使用して、モデルを管理しない予定の場合、

Virtual Host Manager の削除設定で、モデルを保持するように設定しま

す。 そうしない場合、Virtual Host Manager は最初にクラスタ ノード モ

デルを削除し、モデル上のすべての履歴またはカスタマイズを失いま

す。 その後、Cluster Manager は次の Cluster Manager ディスカバリ中に

クラスタ ノード モデルを再作成します。再作成は次のポーリング サ

イクルで行われます。 

■ Virtual Host Manager がクラスタ ノードを管理対象外とし、モデルが保

持されるとき、モデルは Cluster Manager 管理に自動的に戻されます。 
 

■ ソリューションによってノードが管理から削除された場合、残りのソ

リューションのルールが順番に再適用されます。 通常、変更は次の

ポーリング サイクルで行われます。  
 

■ Cluster Manager による管理からクラスタ ノード モデルを削除すると、

クラスタ コンテナから削除されます。 ADES Manager がホストの管理

を続行する場合、モデルは ADES 管理対象ホストのコンテナに自動的

に表示されません。 ADES 管理対象ホスト コンテナにモデルを移動さ

せるには、ロスト ファウンド（または該当する場合はグローバル コレ

クション）からモデルを切り取って貼り付けます。  

注： Cluster Manager 管理から削除されるクラスタ ノード モデルは、ロ

スト ファウンド（LostFound）に移動されます。 例外は、クラスタ ノー

ドがグローバル コレクションにある場合です。その場合には、モデル

はグローバル コレクションに残ります。  

■ ロスト ファウンド（LostFound）が空になった後、Cluster Manager 階層

は同期されます。 
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第 4 章： IBM PowerHA 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

IBM PowerHA のソリューション アーキテクチャ (P. 51) 

IBM PowerHA 用の Cluster Manager のセットアップ方法 (P. 52) 

IBM PowerHA 向けに作成されたモデル (P. 58) 

IBM PowerHA の［カスタム］サブビュー (P. 60) 

IBM PowerHA のロケータ検索 (P. 63) 

IBM PowerHA のアラーム (P. 64) 

HACMP AIM ポーリング間隔の制御 (P. 69) 
 

IBM PowerHA のソリューション アーキテクチャ 

CA Spectrum は、2 つの別のメソッドを使用して、IBM PowerHA クラスタ環

境に関する情報を収集します。 他の CA Spectrum 管理対象デバイスと同じ

ように、Cluster Manager は標準的な CA Spectrum 監視を使用します。 さら

に、Cluster Manager は、プロキシ マネージャ、HACMP AIM から IBM 

PowerHA 環境のための特殊な情報を取得します。 
 

以下の図は、CA Spectrum が IBM PowerHA クラスタ環境に関する情報をど

のように収集するかを示します。 

 
 

HACMP AIM を持つ SystemEDGE エージェントは独自のホスト上にありま

す。 このホストは IBM PowerHA Cluster Manager と呼ばれます。 HACMP AIM 

は、IBM PowerHA クラスタ環境からの情報を取得し、CA が開発した MIB 

（CAhacmp-MIB）にこのデータを書き込みます。 その後、CA Spectrum は 

SNMP を使用して MIB からこの情報を取得し、その情報を OneClick 内の 

IBM PowerHA クラスタ コンポーネントのモデリング、監視のために使用し

ます。 
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Cluster Manager は、単一の SpectroSERVER 内、または複数のランドスケー

プにわたって分散する、複数の HACMP AIM をサポートできます。 

注： HACMP MIB の詳細については、「CA Virtual Assurance for Infrastructure 

Managers 管理ガイド」を参照してください。 
 

IBM PowerHA 用の Cluster Manager のセットアップ方法 

以下の図は、CA Spectrum 管理者にとって必要な、IBM クラスタを監視す

るために Cluster Manager をセットアップする手順を示しています。 

 

次の手順に従ってください： 

1. CA Spectrum をインストールします (P. 53)。 

2. HACMP AIM を持つ SystemEDGE エージェントをインストールします 

(P. 53)。 

3. IBM PowerHA 環境を検出し、モデリングします (P. 54)。 
 

詳細情報： 

ノード管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 19) 

複数の AIM ソリューションを使用する場合の環境のモデリング方法 (P. 
22) 
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CA Spectrum のインストール 

Cluster Manager はすべての CA Spectrum 抽出キーに含まれています。 CA 

Spectrum をインストールするとき、Cluster Manager コンポーネントが自動

的にインストールされます。 

以下の手順に従います。 

■ CA Spectrum r9.2.3 以降をインストールします。 

重要：  Cluster Manager が管理するホストに SpectroSERVER をインス

トールしないでください。 

注： インストール情報については、「インストール ガイド」を参照し

てください。 
 

SystemEDGE エージェントおよび HACMP AIM のインストール 

CA Spectrum がインストールされた後、プロキシ マネージャをインストー

ルして設定します。IBM クラスタの場合、プロキシ マネージャは HACMP 

AIM です。  

HACMP AIM は特殊な SystemEDGE AIM で、独自のホスト上にあります。 こ

のホストは IBM PowerHA Cluster Manager と呼ばれます。 
 

HACMP AIM を設定するとき、管理する IBM PowerHA クラスタを手動で指

定します。 実装は複数の HACMP AIM から構成できますが、単一の HACMP 

AIM のみで各クラスタを管理します。 
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以下の手順に従います。 

■ SystemEDGE エージェントをインストールし、CA Spectrum がインス

トールされている以外のホストで HACMP AIM をロードして設定しま

す。 以下の要件に注意してください。 

– 単一の AIM のみを特定の SystemEDGE ホストにインストールしま

す。 

– Cluster Manager が管理するノードに SystemEDGE エージェントお

よび HACMP AIM をインストールしないでください。 

– 単一の HACMP AIM のみを持つ各クラスタおよびクラスタ ノード

を登録します。 

注： 詳細については、「CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers 

インストール ガイド」または「CA Virtual Assurance for Infrastructure 

Managers 管理ガイド」を参照してください。 

HACMP AIM が正常にインストールされ、設定された後、その管理対象

コンポーネントのデータを収集し始めます。 この情報は MIB で利用可

能になります。 

これで、CA Spectrum 内の IBM クラスタ環境を検出し、モデリングでき

るようになります。 
 

IBM PowerHA 環境の検出およびモデリング 

必要なコンポーネントをインストールした後、Cluster Manager が管理する 

IBM PowerHA クラスタ環境で任意のエンティティを検出し、モデリングし

ます。 

次の手順に従ってください： 

1. IBM PowerHA Cluster Manager のモデリングおよびデバイスの接続のた

めに CA Spectrum ディスカバリを実行します (P. 55)。 

2. （オプション）必要な場合、SystemEDGE モデルをアップグレードしま

す (P. 56)。 

注： HACMP AIM をエージェントにインストールする前に、SystemEDGE 

ホストが CA Spectrum でモデリングされている場合にのみ、この手順

は必要です。 

3. Cluster Manager ディスカバリを実行させます (P. 57)。 
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IBM PowerHA Cluster Manager および接続デバイスのモデリングのための CA Spectrum ディスカ

バリの実行 

SystemEDGE エージェントおよび HACMP AIM がセットアップされた後、

IBM PowerHA Cluster Manager および CA Spectrum 内の任意の接続デバイス

をモデリングします。 以下のアクションを実行するために、標準的な CA 

Spectrum ディスカバリを使用できます。 

■ IBM PowerHA Cluster Manager （読み取り/書き込みコミュニティ文字列

でモデリングする必要がある）をモデリングします。 

■ クラスタ モデルからの接続を後で確立できるように、IBM PowerHA ク

ラスタ環境の必要なアップストリームのルータおよびスイッチをモデ

リングします。  

重要：  クラスタ ノードを含めないでください。 クラスタ、クラスタ ノー

ド、リソース グループ、およびリソースは、AIM からの情報を使用して自

動的に検出され、モデリングされます。 

注： ディスカバリを実行する方法の詳細については、「IT インフラストラ

クチャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

非標準のポート上で実行される、すべての SNMP エージェント用の正しい

コミュニティ文字列、IP アドレス、およびポート番号を収集します。 ディ

スカバリ パラメータを設定するときに以下のガイドラインに注意します。 

■ すべての IBM PowerHA Cluster Manager の IP アドレスおよび相互接続

しているスイッチおよびルータを含めます。 

■ 読み取り/書き込みコミュニティ文字列を持った IBM PowerHA Cluster 

Manager をモデリングします。 このディスカバリ内の IBM PowerHA 

Cluster Manager をモデリングしている場合は、そのコミュニティ文字

列を SNMP 情報の順序リストに適切に配置します。 または、ディスカ

バリの後に、IBM PowerHA Cluster Manager のコミュニティ文字列をそ

の読み取り/書き込み値に変更できます。  

■ Ping 可能の ARP テーブル オプションを使用した接続マッピング中に、

Ping 可能な MAC アドレスを決定します。  

注： このオプションを使用すると、［接続の検出］で実行にかかる時

間が長くなる場合があります。 

■ ［詳細オプション］を使用して、任意の非標準の SNMP ポートを追加

します。 
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ディスカバリは、以下のエンティティのモデルを作成し、CA Spectrum 内

のネットワーク トポロジにそれらを追加します。 

■ IBM PowerHA Cluster Manager。 

注： ディスカバリ プロセスで、このモデルに読み取り/書き込みコミュ

ニティ文字列を割り当てなかった場合は、この設定を手動で更新しま

す。 ［CA Spectrum モデリング情報］サブビューをモデルに使用しま

す。 

■ IBM PowerHA クラスタ ノードをネットワークに接続する、アップスト

リームのスイッチおよびルータ。 

ディスカバリが完了しており、これらのモデルが CA Spectrum に存在する

とき、Cluster Manager ディスカバリが開始されます。 
 

注： 標準の CA Spectrum ディスカバリを使用する代わりに、IP アドレスま

たはホスト名によって IBM PowerHA Cluster Manager を手動でモデリング

できます。 その場合は、アップストリームのデバイスを最初にモデリン

グします（IBM PowerHA Cluster Manager のモデリングにより、Cluster 

Manager ディスカバリが自動的にトリガされるため）。 適切な順序でモデ

リングを行うと、クラスタ ノードとネットワークの残りの部分の間のト

ポロジ内の接続を正しく作成できます。 詳細については、「IT インフラス

トラクチャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

詳細情報： 

Cluster Manager ディスカバリ (P. 57) 
 

 

SystemEDGE ホスト モデルのアップグレード（必要な場合） 

エージェントに HACMP AIM をロードする前に SystemEDGE ホスト モデル

が作成された場合、既存のモデルは Cluster Manager と互換性がありません。 

Cluster Manager が SystemEDGE 内の HACMP AIM 機能にアクセスできるよ

うに、SystemEDGE ホスト（Host_systemEDGE）モデルをアップグレードし

ます。 
 

SystemEDGE ホスト モデルをアップグレードするには、モデルを右クリッ

クし、［再設定］、［モデルの再設定］を選択します。 

SystemEDGE ホスト モデルは HACMP AIM をサポートするようにアップグ

レードされます。 
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注： また、CLI を使用して、SystemEDGE エージェントにモデルの再設定ア

クションを送信できます。 SystemEDGE エージェントにモデルの再設定ア

クションを送信する方法については、「IT インフラストラクチャのモデリ

ング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

Cluster Manager ディスカバリ 

Cluster Manager ディスカバリは、クラスタ コンポーネントの CA Spectrum 

内の自動検出およびモデリング プロセスです。 IBM PowerHA Cluster 

Manager が、このプロセスを開始します。 

CA Spectrum と HACMP AIM の間の通信が確立されると、Cluster Manager は、

HACMP AIM から IBM PowerHA 環境に関する情報を収集します。 クラスタ 

ノードのリストは、モデリングのために自動ディスカバリに渡されます。 

クラスタ ノード モデルについては、SNMP エージェントがホストに存在す

る場合、SNMP 管理されたモデルが作成されます。そうでない場合、ICMP

（Ping 可能）モデルが作成されます。  
 

新しいクラスタ関連のモデルがエクスプローラ ビュー内の Cluster 

Manager 階層に表示され、トポロジ ビュー内の新しいクラスタ コンテナ

に入れられます。 任意のアップストリーム デバイスへの接続が確立され

ます。 

注： クラスタ ノードが、Cluster Manager ディスカバリの前にすでに CA 

Spectrum によって管理されるネットワークでモデリングされている場合、

それは再度モデリングされません。 ただし、モデルはクラスタ コンテナ ト

ポロジに含まれます。 

最初のモデリングの後、Cluster Manager ディスカバリは、IBM PowerHA 

Cluster Manager モデルのポーリング サイクルに基づいた頻度で、自動的に

実行されます。 後続の Cluster Manager ディスカバリ中に、CA Spectrum 内

のモデリングは、クラスタ環境内の変更に伴い更新されます。 
 

詳細情報： 

トポロジ ビュー (P. 30) 
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IBM PowerHA 向けに作成されたモデル 

Cluster Manager は、IBM PowerHA クラスタ環境のコンポーネントを表すた

めに以下のようにいくつかのモデルを提供します。 

IBM PowerHA Cluster Manager  

モデル タイプ： Host_systemEDGE 

HACMP AIM が含まれるホストを表します。 HACMP AIM はユーザ環境

で IBM PowerHA クラスタ エレメント（クラスタ、ノード、リソース グ

ループ、およびリソース）を監視します。 
 

IBM PowerHA クラスタ  

モデル タイプ： ClusterIBMCluster 

クラスタに属する、クラスタ ノードとリソース グループのモデルが含

まれています。 クラスタ コンテナからはモデルを追加または削除でき

ません。また、コンテナ自体は破棄できません。 可能な場合、このコ

ンテナ モデルは IBM PowerHA Cluster Manager モデルのそばに作成さ

れます。 

注： IBM PowerHA Cluster Manager が仮想マシンである場合、クラスタ 

コンテナは物理ホスト コンテナと同じトポロジに配置されます。 
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IBM PowerHA クラスタ ノード  

IBM PowerHA クラスタ環境でクラスタ ノードを表します。 可能な場合、

クラスタ ノードは SNMP 管理されたエレメントとしてモデリングさ

れます。 クラスタ ノードはアクティブまたは非アクティブである場合

があります。 

アクティブ ノードには、その上で現在実行中のリソース グループがあ

り、濃い色（不透明）のアイコンで表されます。 非アクティブ ノード

にはリソース グループがなく、薄い色（透明）のアイコンで表されま

す。 リソース グループがあるノードから別のノードにフォール オー

バし、ノードの状態が変わると、アイコンは自動的に移行します。  

注： メンテナンス モードまたはハイバネーション モードのモデルと

は異なり、非アクティブ ノードのモデルは完全に機能します。 ノード

のデータが収集されます。また、ノードのすべてのアラーム アクティ

ビティまたはイベントがモデル上で生成されます。  
 

IBM PowerHA クラスタ リソース グループ  

モデル タイプ： ClusterIBMResourceGroup 

リソース グループを表します。 

IBM PowerHA クラスタ リソース  

モデル タイプ： ClusterIBMResource 

リソースを表します。 
 

 

詳細情報： 

トポロジ ビュー (P. 30) 
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IBM PowerHA の［カスタム］サブビュー 

コンポーネント詳細画面内の［カスタム］サブビューは、クラスタ環境内

のコンポーネントに関する詳細情報を提供します。 次のものにより、IBM 

PowerHA クラスタに固有の情報を表示できます。 

■ IBM PowerHA Cluster Manager (P. 60) 

■ IBM PowerHA クラスタ コンポーネント (P. 62)（クラスタ、クラスタ 

ノード、リソース グループ、リソース） 
 

IBM PowerHA Cluster Manager 

IBM PowerHA Cluster Manager （HACMP AIM）で提供されるサブビューを使

用すると、以下の情報を表示できます。 

■ IBM PowerHA Cluster Manager ホストに固有の情報。 データには、エー

ジェント バージョン、エージェント ポーリング間隔、および HACMP 

AIM MIB （CAhacmp-MIB）が最後に更新された日時が含まれます。 

■ AIM に登録されたクラスタのリスト。 

■ この HACMP AIM が管理するすべてのクラスタ コンポーネントに関す

る情報を統合。 
 

以下の手順では、IBM PowerHA Cluster Manager の情報を表示する方法につ

いて説明します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ユニバース階層またはトポロジ内の IBM PowerHA Cluster Manager モ

デルを選択します。 

コンポーネント詳細画面は、選択された IBM PowerHA Cluster Manager 

の情報を表示します。 
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2. コンポーネント詳細画面内の［情報］タブで、［IBM PowerHA Cluster 

Manager］サブビューを展開します。 

展開されたサブビューが、以下のように表示されます。 

 
 

以下のサブビューが IBM PowerHA Cluster Manager で利用可能です。 

設定 

IBM PowerHA Cluster Manager に固有の情報を提供します。たとえば以

下があります。 

■ MIB が最後に更新されたときの、バージョンを含む SystemEDGE 

エージェントに関する情報、およびポーリング間隔。 ポーリング

間隔を変更することもできます（「HACMP AIM ポーリング間隔の

制御 (P. 69)」を参照）。  

■ この AIM およびそれぞれの準備状態に登録されたクラスタのリス

ト 

管理対象環境 

クラスタ コンポーネント、サービス、リソース グループ、リソース、

およびネットワーク情報を含む、この AIM が管理するすべてのエン

ティティに関する統合情報を提供します。 
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IBM PowerHA クラスタ コンポーネント 

管理対象の IBM PowerHA クラスタ環境で、任意のクラスタまたはクラスタ 

コンポーネント（クラスタ ノード、リソース グループ、リソース）の情

報を表示できます。 ビューはエンティティ タイプに合わせて変わり、コ

ンポーネント固有の情報を提供します。 

以下の手順では、IBM PowerHA クラスタまたはクラスタ コンポーネントの

情報を表示する方法について説明します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. IBM PowerHA クラスタ、クラスタ ノード、リソース グループ、リソー

ス モデルのいずれかを選択します。 

コンポーネント詳細画面は、選択されたモデルの情報を表示します。 
 

2. コンポーネント詳細画面内の［情報］タブで、モデルのそれぞれのク

ラスタ関連サブビューを展開します。 

モデル タイプに応じて、展開されたサブビューが以下のように表示さ

れます。 

クラスタ情報 

選択されたクラスタ モデルの一般的なクラスタ情報を提供します。 

データには、AIM で登録されているように、クラスタ状態、ノード

の数、およびインスタンス名が含まれます。 

ノード情報 

ノード状態、およびノードが持つネットワーク インターフェース

の数など、一般的なノード情報を提供します。 CPU 使用率および

メモリ統計も提供されます。 
 

リソース グループ情報 

グループ内のリソースの数、現在、グループを所有するノード、

および前のノードなどの統計を提供します。 起動、フォールオー

バの数、およびグループのフォールバック ポリシーも提供されま

す。 

リソース情報 

リソース タイプおよびインデックス情報を提供します。 
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IBM PowerHA のロケータ検索 

［ロケータ］ タブを使用すると、あらかじめ設定された検索を実行でき

ます。 表示されているように、検索オプションは［Cluster Manager］、［ロ

ケータ］タブの IBM フォルダ下にグループ化されています。 

 

これらの詳細検索は、CA Spectrum データベースでモデリングされた IBM 

PowerHA クラスタ エンティティに関連付けられる情報を調査する場合に

役に立ちます。 

注： 適切な権限を持ったユーザのみが Cluster Manager 検索にアクセスで

きます。 詳細については、「管理者ガイド」を参照してください。 
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IBM PowerHA のアラーム 

IBM PowerHA クラスタ環境内の問題にアラートするには、CA Spectrum は

アラームを生成します。 デバイスの障害を迅速に識別すると、システム

稼働時間、クラスタ環境および高可用性アプリケーションの信頼性を最大

化できます。 アラームは、技術に固有のトラップおよびポーリングから

取得される情報から作成されます。 以下のセクションでは、IBM PowerHA 

クラスタ環境の Cluster Manager イベントおよびアラームについて説明し

ます。 

注： Cluster Manager に関連付けられる特定のイベント定義を表示するには、

［イベント設定］アプリケーションを使用します。 
 

詳細情報： 

アラームと障害管理 (P. 39) 

IBM PowerHA のトラップ (P. 64) 

IBM PowerHA の状態監視 (P. 66) 

イベントとアラームの表示および設定 (P. 91) 
 

 

IBM PowerHA のトラップ 

CA Spectrum は、HACMP AIM が生成するトラップをすべてサポートします。 

イベントは任意のトラップ アクティビティに対して作成され、IBM 

PowerHA Cluster Manager モデル上で最初にレポートされます。 その後、

一部のイベントは、トラップのタイプに応じて、対応するクラスタ エン

ティティ タイプ（つまり、「宛先」エンティティ）に転送されます。 
 

以下の表では、トラップおよび宛先エンティティ タイプを示し、トラッ

プがデフォルトでアラームを生成するかどうかを示します。 

 

トラップ名 トラップ OID アラー

ムを生

成 

宛先エンティティ 

 

hacmpAimInstanceAddedTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165800 
 

いいえ 

 

Cluster Manager 
 

hacmpAimInstanceRemovedTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165801 
 

いいえ 

 

Cluster Manager 

hacmpAimInstanceDataStatusChanged 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165802 いいえ Cluster Manager 



IBM PowerHA のアラーム 

 

第 4 章： IBM PowerHA  65  
 

トラップ名 トラップ OID アラー

ムを生

成 

宛先エンティティ 

hacmpAimNodeAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165803 いいえ Cluster Manager 

hacmpAimNodeRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165804 いいえ Cluster Manager 

hacmpAimResourceGroupAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165805 いいえ Cluster Manager 

hacmpAimResourceGroupRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165806 いいえ Cluster Manager 

hacmpAimResourceGroupMigration 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165807 いいえ リソース グルー

プ 

hacmpAimResourceAddedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165808 いいえ Cluster Manager 

hacmpAimResourceRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165809 いいえ Cluster Manager 

aggregateStateTrap* 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.20 はい* さまざま* 

* aggregateStateTrap は SystemEDGE トラップです。 アラームはある 

aggregateStateTrap 状態に対して生成されます。 詳細については、「IBM 

PowerHA の自己監視 (P. 68)」を参照してください。 

注： HACMP AIM が生成するトラップの詳細については、「CA Virtual 

Assurance for Infrastructure Managers 管理ガイド」を参照してください。 ま

た、「CAhacmp-MIB」MIB 内のトラップを表示するために MIB ツールを使

用できます。 詳細については、「IT インフラストラクチャのモデリング/

管理 - 管理者ガイド」を参照してください。  
 

詳細情報： 

Cluster Manager イベント定義の表示および変更方法 (P. 92) 
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IBM PowerHA の状態監視 

Cluster Manager は、環境内のさまざまなクラスタ コンポーネントの状態を

監視し、以下のソースからのこの情報を取得します。 

■ 「CAhacmp-MIB」MIB のポーリング。 クラスタ環境内のエレメントに

ついて、100 を超えるオブジェクトが定期的に監視されます。 この情

報はポーリング サイクルに従って CA Spectrum で更新されます。 環境

の健全性およびステータスに対する洞察力を提供する、さまざまなイ

ベントおよびアラームを作成するには、Cluster Manager はこれらのオ

ブジェクトから関連情報を引き出します。 

■ 自己監視トラップ (P. 68)。 インストールされたとき、HACMP AIM は

管理対象のクラスタ コンポーネントのさまざまなリソースおよびア

クティビティを追跡する、SystemEDGE エージェント上の自己監視を設

定します。 その監視はしきい値に基づきます。また、しきい値違反と

なった場合、aggregateState トラップが送信されます。 その後、CA 

Spectrum はイベントを生成します。また、監視の現在の重大度状態に

よって、適用可能なアラームを生成します。 自己監視から収集される

データには、ノード用の CPU またはメモリ使用率が含まれます。 
 

クラスタ コンポーネントの状態を監視するために、Cluster Manager は両方

の発生元からの情報を使用します。 アラームが生成され、状態が修正さ

れたとき、自動的にクリアされます。 また、状態ベースのすべてのアラー

ムも、ユーザによってクリア可能です。 トラップおよびポーリングの発

生元の両方で同じアクティビティが明らかになったとき、Cluster Manager 

はオーバーラップを識別します。 ポーリングが生成するアラームが優先

される、単一のアラームが作成されます。 
 

リソース グループがプライマリ ノードからセカンダリ ノードに移るとき、

アラームが発生します。 リソース グループがセカンダリ ノードからプラ

イマリに戻るとき、新しいアラームが最新の移行に対して生成されます。 

元のアラームは自動的にクリアされません。ただし、ユーザによってクリ

ア可能です。 
 

以下の表では、クラスタ コンポーネントごとの状態ベースのアラーム情

報のリストを示します。 

  

エンティティ 状態 CA Spectrum アラーム重大度 
 

クラスタ 

 

稼働中 

 

クリア 

クラスタ ダウン 重大（赤色） 
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エンティティ 状態 CA Spectrum アラーム重大度 

クラスタ 不明 メジャー（オレンジ色） 

クラスタ 設定されていない 重大（赤色） 

クラスタ ネットワーク状態ダウン* メジャー（オレンジ色） 

ノード 稼働中 クリア 

ノード ダウン 重大（赤色） 

ノード 統合 イベントのみ 

ノード 移行中 イベントのみ 

ノード 不明 メジャー（オレンジ色） 

ノード 高い CPU 使用率* メジャー（オレンジ色） 

ノード 高いメモリ使用率* メジャー（オレンジ色） 

ノード ネットワーク インターフェース

状態ダウン* 

メジャー（オレンジ色） 

リソース グループ 不明 メジャー（オレンジ色） 

リソース グループ オンライン クリア 

リソース グループ オフライン 重大（赤色） 

リソース グループ 取得中 イベントのみ 

リソース グループ 開放中 イベントのみ 

リソース グループ エラー 重大（赤色） 

リソース グループ Onlinesec クリア 

リソース グループ Acquiringsec イベントのみ 

リソース グループ Releasingsec イベントのみ 

リソース グループ Errorsec 重大（赤色） 

リソース グループ Offline_due_to_failover マイナー（黄色） 

リソース グループ Off_line_due_to_parent_off 重大（赤色） 

リソース グループ Unmanagedsec マイナー（黄色） 

リソース グループ Offline_due_to_lack_of_node 重大（赤色） 

リソース グループ 管理対象外 マイナー（黄色） 
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エンティティ 状態 CA Spectrum アラーム重大度 

リソース グループ 親変更 メジャー（オレンジ色） 

* 自己監視 aggregateStateTrap から生成されたアラーム。 
 

詳細情報： 

Cluster Manager イベント定義の表示および変更方法 (P. 92) 
 

 

IBM PowerHA の自己監視 

自己監視は SystemEDGE エージェント上で設定される、しきい値ベースの

ウォッチです。 インストールされたとき、HACMP AIM はクラスタ環境固

有の自己監視を設定します。 HACMP AIM は、最初の重大度およびしきい

値を設定します。ただし、OneClick 内からアクセスして値を変更できます。 
 

設定されたしきい値に対する違反があったとき、SystemEDGE エージェン

トは、aggregateStateTrap を使用して CA Spectrum に関連情報を送信します。 

その後、CA Spectrum はイベントを生成し、イベントをそれぞれのエンティ

ティに転送します。 
 

以下の監視についてのみ、CA Spectrum はデフォルトでアラームを生成し

ます。 

■ ノード CPU 使用率 

■ ノード メモリ使用率 

■ ネットワーク状態 

■ ネットワーク インターフェース状態 
 

以下の表で示すように、自己監視に対して設定される状態値は、CA 

Spectrum アラームの重大度を決定します。 

 

HACMP AIM 状態 CA Spectrum アラーム重大度 

1： なし/不明 イベントのみ 

2： OK クリア 

3： 警告 クリア 

4： マイナー マイナー（黄色） 
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HACMP AIM 状態 CA Spectrum アラーム重大度 

5： メジャー メジャー（オレンジ色） 

6： 重大 メジャー（オレンジ色） 

7： 致命的 メジャー（オレンジ色） 
 

詳細情報： 

Cluster Manager イベント定義の表示および変更方法 (P. 92) 

しきい値の表示および変更方法 (P. 98) 
 

 

HACMP AIM ポーリング間隔の制御 

Cluster Manager は、HACMP AIM を IBM PowerHA 環境のディスカバリ、モ

デリング、および監視に使用します。 HACMP AIM には独自のポーリング

間隔があります。これは CA Spectrum 内から設定できます。 

注： 他の HACMP AIM 設定の詳細については、「CA Virtual Assurance for 

Infrastructure Managers 管理ガイド」を参照してください。  

次の手順に従ってください： 

1. HACMP AIM を表す IBM PowerHA Cluster Manager モデルを選択します。  

コンポーネント詳細画面は、選択された IBM PowerHA Cluster Manager 

の情報を表示します。  

2. コンポーネント詳細画面内の［情報］タブで、［IBM PowerHA Cluster 

Manager］、［設定］、［システム］サブビューを展開します。  

展開された［システム］サブビューが表示されます。  

3. エージェント ポーリング間隔については、値をクリック、設定、変更

して、Enter キーを押します。 

HACMP AIM のポーリング間隔が更新されます。  
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第 5 章： Microsoft クラスタ サービス（MSCS） 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

MSCS のソリューション アーキテクチャ (P. 71) 

MSCS 用の Cluster Manager のセットアップ方法 (P. 72) 

MSCS 向けに作成されたモデル (P. 78) 

MSCS の［カスタム］サブビュー (P. 80) 

MSCS のロケータ検索 (P. 84) 

MSCS のアラーム (P. 85) 

MSCS AIM ポーリング間隔の制御 (P. 90) 
 

MSCS のソリューション アーキテクチャ 

CA Spectrum は、2 つの別のメソッドを使用して、Microsoft クラスタ サー

ビス（MSCS）環境に関する情報を収集します。 他の CA Spectrum 管理対

象デバイスと同じように、Cluster Manager は標準的な CA Spectrum 監視を

使用します。 さらに、Cluster Manager は、プロキシ マネージャ、MSCS AIM 

から MSCS 環境の特殊な情報を取得します。 
 

以下の図は、CA Spectrum が MSCS 環境に関する情報をどのように収集す

るかを示します。 

 
 

MSCS AIM を持った SystemEDGE エージェントは独自のホスト上にありま

す。 このホストは Microsoft Cluster Manager と呼ばれます。 MSCS AIM は、

MSCS 環境から情報を取得し、CA が開発した MIB（CAMSCS-MIB）にこのデー

タを書き込みます。 その後、CA Spectrum は SNMP を使用して MIB からこ

の情報を取得し、その情報を OneClick 内の IBM PowerHA クラスタ コン

ポーネントのモデリング、監視のために使用します。 
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Cluster Manager は、単一の SpectroSERVER 内、または複数のランドスケー

プにわたって分散する、複数の MSCS AIM をサポートできます。 

注： MSCS MIB の詳細については、「CA Virtual Assurance for Infrastructure 

Managers 管理ガイド」を参照してください。 
 

MSCS 用の Cluster Manager のセットアップ方法 

以下の図は、CA Spectrum 管理者にとって必要な、MSCS クラスタを監視す

るために Cluster Manager をセットアップする手順を示しています。 

 

次の手順に従ってください： 

1. CA Spectrum をインストールします (P. 73)。 

2. MSCS AIM を持った SystemEDGE エージェントをインストールします 

(P. 73)。 

3. MSCS 環境を検出し、モデリングします (P. 74)。 
 

詳細情報： 

ノード管理および複数の CA Spectrum AIM ソリューション (P. 19) 

複数の AIM ソリューションを使用する場合の環境のモデリング方法 (P. 
22) 
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CA Spectrum のインストール 

Cluster Manager はすべての CA Spectrum 抽出キーに含まれています。 CA 

Spectrum をインストールするとき、Cluster Manager コンポーネントが自動

的にインストールされます。 

以下の手順に従います。 

■ CA Spectrum r9.2.3 以降をインストールします。 

重要：  Cluster Manager が管理するホストに SpectroSERVER をインス

トールしないでください。 

注： インストール情報については、「インストール ガイド」を参照し

てください。 
 

SystemEDGE エージェントおよび MSCS AIM のインストール 

CA Spectrum がインストールされた後、プロキシ マネージャをインストー

ルして設定します。MSCS の場合、プロキシ マネージャは MSCS AIM です。  

MSCS AIM は特殊な SystemEDGE AIM で、独自のホスト上にあります。 この

ホストは Microsoft Cluster Manager と呼ばれます。 
 

MSCS AIM を設定するとき、管理する MSCS クラスタを手動で指定します。 

実装は複数の MSCS AIM から構成できますが、単一の MSCS AIM のみで各

クラスタを管理します。 
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以下の手順に従います。 

■ SystemEDGE エージェントをインストールし、CA Spectrum がインス

トールされている以外のホストで MSCS AIM をロードして設定します。 

以下の要件に注意してください。 

– 単一の AIM のみを特定の SystemEDGE ホストにインストールしま

す。 

– Cluster Manager が管理するノードに SystemEDGE エージェントお

よび MSCS AIM をインストールしないでください。 

– 単一の MSCS AIM のみを持つ各クラスタおよびクラスタ ノードを

登録します。 

注： 詳細については、「CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers 

インストール ガイド」または「CA Virtual Assurance for Infrastructure 

Managers 管理ガイド」を参照してください。 

MSCS AIM が正常にインストールされ、設定された後、その管理対象コ

ンポーネントのデータを収集し始めます。 この情報は MIB で利用可能

になります。 

これで、CA Spectrum 内の MSCS 環境を検出し、モデリングできるよう

になります。 
 

MSCS 環境の検出およびモデリング 

必要なコンポーネントをインストールした後、Cluster Manager が管理する 

MSCS 環境で任意のエンティティを検出し、モデリングします。 

次の手順に従ってください： 

1. Microsoft Cluster Manager および接続デバイスのモデリングのために 

CA Spectrum ディスカバリを実行します (P. 75)。 

2. （オプション）必要な場合、SystemEDGE モデルをアップグレードしま

す (P. 76)。 

注： MSCS AIM をエージェントにインストールする前に、SystemEDGE ホ

ストが CA Spectrum でモデリングされている場合にのみ、この手順は

必要です。 

3. Cluster Manager ディスカバリを実行させます (P. 77)。 
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Microsoft Cluster Manager および接続デバイスのモデリングのための CA Spectrum ディスカバリ

の実行 

SystemEDGE エージェントおよび MSCS AIM がセットアップされた後、

Microsoft Cluster Manager と CA Spectrum 内の任意の接続デバイスをモデ

リングします。 以下のアクションを実行するために、標準的な CA Spectrum 

ディスカバリを使用できます。 

■ Microsoft Cluster Manager （読み取り/書き込みコミュニティ文字列でモ

デリングする必要がある）をモデリングします。 

■ クラスタ モデルからの接続を後で確立できるように、MSCS 環境の必

要なアップストリームのルータおよびスイッチをモデリングします。  

重要：  クラスタ ノードを含めないでください。 クラスタ、クラスタ ノー

ド、リソース グループ、およびリソースは、AIM からの情報を使用して自

動的に検出され、モデリングされます。 

注： ディスカバリを実行する方法の詳細については、「IT インフラストラ

クチャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

非標準のポート上で実行される、すべての SNMP エージェント用の正しい

コミュニティ文字列、IP アドレス、およびポート番号を収集します。 ディ

スカバリ パラメータを設定するときに以下のガイドラインに注意します。 

■ すべての Microsoft Cluster Manager の IP アドレスおよび相互接続して

いるスイッチおよびルータが含まれます。 

■ 読み取り/書き込みコミュニティ文字列を持った Microsoft Cluster 

Manager をモデリングします。 このディスカバリ内の Microsoft Cluster 

Manager をモデリングしている場合は、そのコミュニティ文字列を 

SNMP 情報の順序リストに適切に配置します。 または、ディスカバリ

の後に、Microsoft Cluster Manager のコミュニティ文字列をその読み取

り/書き込み値に変更できます。  

■ Ping 可能の ARP テーブル オプションを使用した接続マッピング中に、

Ping 可能な MAC アドレスを決定します。 

注： このオプションを使用すると、［接続の検出］で実行にかかる時

間が長くなる場合があります。 

■ ［詳細オプション］を使用して、任意の非標準の SNMP ポートを追加

します。 
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ディスカバリは、以下のエンティティのモデルを作成し、CA Spectrum 内

のネットワーク トポロジにそれらを追加します。 

■ Microsoft Cluster Manager。 

注： ディスカバリ プロセスで、このモデルに読み取り/書き込みコミュ

ニティ文字列を割り当てなかった場合は、この設定を手動で更新しま

す。 ［CA Spectrum モデリング情報］サブビューをモデルに使用しま

す。 

■ MSCS クラスタ ノードをネットワークに接続する、アップストリーム

のスイッチおよびルータ。 

ディスカバリが完了しており、これらのモデルが CA Spectrum に存在する

とき、Cluster Manager ディスカバリが開始されます。 
 

注： 標準の CA Spectrum ディスカバリを使用する代わりに、IP アドレスま

たはホスト名によって Microsoft Cluster Manager を手動でモデリングでき

ます。 その場合は、アップストリームのデバイスを最初にモデリングし

ます（Microsoft Cluster Manager のモデリングにより、Cluster Manager ディ

スカバリが自動的にトリガされるため）。 適切な順序でモデリングを行

うと、クラスタ ノードとネットワークの残りの部分の間のトポロジ内の

接続を正しく作成できます。 詳細については、「IT インフラストラクチャ

のモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

SystemEDGE ホスト モデルのアップグレード（必要な場合） 

エージェントに MSCS AIM をロードする前に SystemEDGE ホスト モデルが

作成された場合、既存のモデルは Cluster Manager と互換性がありません。 

Cluster Manager が SystemEDGE 内の MSCS AIM 機能にアクセスできるよう

に、SystemEDGE ホスト（Host_systemEDGE）モデルをアップグレードしま

す。 
 

SystemEDGE ホスト モデルをアップグレードするには、モデルを右クリッ

クし、［再設定］、［モデルの再設定］を選択します。 

SystemEDGE ホスト モデルは MSCS AIM をサポートするようにアップグ

レードされます。 
 

注： また、CLI を使用して、SystemEDGE エージェントにモデルの再設定ア

クションを送信できます。 SystemEDGE エージェントにモデルの再設定ア

クションを送信する方法については、「IT インフラストラクチャのモデリ

ング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
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Cluster Manager ディスカバリ 

Cluster Manager ディスカバリは、クラスタ コンポーネントの CA Spectrum 

内の自動検出およびモデリング プロセスです。 Microsoft Cluster Manager 

は、このプロセスを開始します。 

CA Spectrum と MSCS AIM の間の通信が確立されると、Cluster Manager は、

MSCS AIM から MSCS 環境に関する情報を収集します。 クラスタ ノードの

リストは、モデリングのために自動ディスカバリに渡されます。 クラス

タ ノード モデルについては、SNMP エージェントがホストに存在する場合、

SNMP 管理されたモデルが作成されます。そうでない場合、ICMP（Ping 可

能）モデルが作成されます。  
 

新しいクラスタ関連のモデルがエクスプローラ ビュー内の Cluster 

Manager 階層に表示され、トポロジ ビュー内の新しいクラスタ コンテナ

に入れられます。 任意のアップストリーム デバイスへの接続が確立され

ます。 

注： クラスタ ノードが、Cluster Manager ディスカバリの前にすでに CA 

Spectrum によって管理されるネットワークでモデリングされている場合、

それは再度モデリングされません。 ただし、モデルはクラスタ コンテナ ト

ポロジに含まれます。 

最初のモデリングの後、Cluster Manager ディスカバリは、Microsoft Cluster 

Manager モデルのポーリング サイクルに基づいた頻度で、自動的に実行さ

れます。 後続の Cluster Manager ディスカバリ中に、CA Spectrum 内のモデ

リングは、クラスタ環境内の変更に伴い更新されます。 
 

詳細情報： 

トポロジ ビュー (P. 30) 
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MSCS 向けに作成されたモデル 

Cluster Manager は、MSCS 環境のコンポーネントを表すために以下のよう

にいくつかのモデルを提供します。 

Microsoft Cluster Manager  

モデル タイプ： Host_systemEDGE 

MSCS AIM が含まれるホストを表します。 MSCS AIM はユーザ環境で 

MSCS エレメント（クラスタ、ノード、リソース グループ、およびリ

ソース）を監視します。 
 

Microsoft クラスタ  

モデル タイプ： ClusterMSCSCluster 

クラスタに属する、クラスタ ノードとリソース グループのモデルが含

まれています。 クラスタ コンテナからはモデルを追加または削除でき

ません。また、コンテナ自体は破棄できません。 可能な場合、このコ

ンテナ モデルは Microsoft Cluster Manager モデルのそばに作成されま

す。 

注： Microsoft Cluster Manager が仮想マシンである場合、クラスタ コン

テナは物理ホスト コンテナと同じトポロジに配置されます。 
 



MSCS 向けに作成されたモデル 

 

第 5 章： Microsoft クラスタ サービス（MSCS）  79  
 

Microsoft クラスタ ノード  

MSCS 環境でクラスタ ノードを表します。 可能な場合、クラスタ ノー

ドは SNMP 管理されたエレメントとしてモデリングされます。 クラス

タ ノードはアクティブまたは非アクティブである場合があります。 

アクティブ ノードには、その上で現在実行中のリソース グループがあ

り、濃い色（不透明）のアイコンで表されます。 非アクティブ ノード

にはリソース グループがなく、薄い色（透明）のアイコンで表されま

す。 リソース グループがあるノードから別のノードにフェール オー

バし、ノードの状態が変わると、アイコンは自動的に移行します。  

注： メンテナンス モードまたはハイバネーション モードのモデルと

は異なり、非アクティブ ノードのモデルは完全に機能します。 ノード

のデータが収集されます。また、ノードのすべてのアラーム アクティ

ビティまたはイベントがモデル上で生成されます。  
 

Microsoft クラスタ リソース グループ  

モデル タイプ： ClusterMSCSResourceGroup 

リソース グループを表します。 

Microsoft クラスタ リソース  

モデル タイプ： ClusterMSCSResource 

リソースを表します。 
 

 

詳細情報： 

トポロジ ビュー (P. 30) 
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MSCS の［カスタム］サブビュー 

コンポーネント詳細画面内の［カスタム］サブビューは、クラスタ環境内

のコンポーネントに関する詳細情報を提供します。 次のものにより、MSCS 

クラスタに固有の情報を表示できます。 

■ Microsoft Cluster Manager (P. 80) 

■ MSCS コンポーネント (P. 82)（クラスタ、クラスタ ノード、リソース グ

ループ、リソース） 
 

Microsoft Cluster Manager 

Microsoft Cluster Manager（MSCS AIM）で提供されるサブビューを使用する

と、以下の情報を表示できます。 

■ Microsoft Cluster Manager ホストに固有の情報。 データには、エージェ

ント バージョン、エージェント ポーリング間隔、および MSCS AIM MIB 

（CAMSCS-MIB）が最後に更新された日時が含まれます。 また、これ

らのビューから MSCS AIM ポーリング間隔を制御できます。 

■ AIM に登録されたクラスタのリスト。 

■ この MSCS AIM が管理するすべてのクラスタ コンポーネントに関する

情報を統合。 
 

以下の手順では、Microsoft Cluster Manager の情報を表示する方法について

説明します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ユニバース階層またはトポロジ内の Microsoft Cluster Manager モデル

を選択します。 

コンポーネント詳細画面は、選択された Microsoft Cluster Manager の情

報を表示します。 
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2. コンポーネント詳細画面内の［情報］タブで、［Microsoft Cluster 

Manager］サブビューを展開します。 

展開されたサブビューが、以下のように表示されます。 

 
 

以下のサブビューが Microsoft Cluster Manager で利用可能です。 

設定 

Microsoft Cluster Manager に固有の情報を提供します。たとえば以下が

あります。 

■ MIB が最後に更新されたときの、バージョンを含む SystemEDGE 

エージェントに関する情報、およびポーリング間隔。 また、「MSCS 

AIM ポーリング間隔の制御 (P. 90)」で説明するように、ポーリング

間隔を変更できます。  

■ この AIM およびそれぞれの準備状態に登録されたクラスタのリス

ト 

管理対象環境 

クラスタ コンポーネント、リソース グループ、リソース、ネットワー

ク情報、およびストレージ デバイスを含む、この AIM が管理するすべ

てのエンティティに関する統合情報を提供します。 
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MSCS コンポーネント 

管理対象の MSCS 環境で、任意のクラスタまたはクラスタ コンポーネント

（クラスタ ノード、リソース グループ、リソース）の情報を表示できま

す。 ビューはエンティティ タイプに合わせて変わり、コンポーネント固

有の情報を提供します。 

以下の手順では、MSCS クラスタまたはクラスタ コンポーネントの情報を

表示する方法について説明します。 
 

次の手順に従ってください： 

1. Microsoft クラスタ、クラスタ ノード、リソース グループ、リソース モ

デルのいずれかを選択します。 

コンポーネント詳細画面は、選択されたモデルの情報を表示します。 
 

2. コンポーネント詳細画面内の［情報］タブで、モデルのそれぞれのク

ラスタ関連サブビューを展開します。 

モデル タイプに応じて、展開されたサブビューが以下のように表示さ

れます。 

クラスタ情報 

次のものを含む、クラスタ データを提供します。 

■ クラスタの仮想 IP アドレス 

■ オンライン、および障害の発生したノード リソースの数 

■ ログ レベルおよびログ ファイル サイズ 

■ さまざまなタイムアウト値 

■ リソース、暗号化チェックポイント、レジストリ チェックポイ

ント、メッセージの統計 
 

ノード情報 

次のものを含む、クラスタ ノード データを提供します。 

■ ノード状態、インストール済みの Windows の詳細、および親ク

ラスタを含む、一般的なノード情報 

■ ホスト CPU 使用率およびメモリ統計 

■ データおよびメッセージ情報 
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リソース グループ情報 

次のものを含む、リソース グループ データを提供します。 

■ リソース グループの状態 

■ その優先のノードのリスト 

■ フェールバックとフェールオーバのしきい値 
 

リソース情報 

次のものを含む、リソース データを提供します。 

■ リソースの状態 

■ リソースの適格所有者 

■ さまざまなタイムアウト、ポーリング、および再起動の値 
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MSCS のロケータ検索 

［ロケータ］ タブを使用すると、あらかじめ設定された検索を実行でき

ます。 表示されているように、検索オプションは［Cluster Manager］、［ロ

ケータ］タブの Microsoft フォルダ下にグループ化されています。 

 

これらの詳細検索は、CA Spectrum データベースでモデリングされた MSCS 

クラスタ エンティティに関連付けられる情報を調査する場合に役に立ち

ます。 

注： 適切な権限を持ったユーザのみが Cluster Manager 検索にアクセスで

きます。 詳細については、「管理者ガイド」を参照してください。 
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MSCS のアラーム 

MSCS 環境内の問題にアラートするには、CA Spectrum はアラームを生成し

ます。 デバイスの障害を迅速に識別すると、システム稼働時間、クラス

タ環境および高可用性アプリケーションの信頼性を最大化できます。 ア

ラームは、技術に固有のトラップおよびポーリングから取得される情報か

ら作成されます。 以下のセクションでは、MSCS 環境の Cluster Manager イ

ベントおよびアラームについて説明します。 

注： Cluster Manager に関連付けられる特定のイベント定義を表示するには、

［イベント設定］アプリケーションを使用します。 
 

詳細情報： 

アラームと障害管理 (P. 39) 

MSCS のトラップ (P. 85) 

MSCS 状態監視 (P. 86) 

イベントとアラームの表示および設定 (P. 91) 
 

 

MSCS のトラップ 

CA Spectrum は、MSCS AIM が生成するトラップをすべてサポートします。 

イベントは任意のトラップ アクティビティに対して作成され、Microsoft 

Cluster Manager モデル上で最初にレポートされます。 その後、一部のイベ

ントは、トラップのタイプに応じて、対応するクラスタ エンティティ タ

イプ（つまり、「宛先」エンティティ）に転送されます。 
 

以下の表では、トラップおよび宛先エンティティ タイプを示し、トラッ

プがデフォルトでアラームを生成するかどうかを示します。  

 

トラップ名 トラップ OID アラー

ムを生

成 

宛先エンティティ 

 

mscsAimInstanceAddedTrap 
 

1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165100 
 

いいえ 

 

Cluster Manager 

mscsAimInstanceRemovedTrap 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165101 いいえ Cluster Manager 

mscsAimInstanceDataStatusChanged 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165102 いいえ Cluster Manager 
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トラップ名 トラップ OID アラー

ムを生

成 

宛先エンティティ 

mscsAimResourceGroupMigration 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.165103 いいえ リソース グルー

プ 

aggregateStateTrap* 1.3.6.1.4.1.546.1.1.0.20 はい* さまざま* 

* aggregateStateTrap は SystemEDGE トラップです。 アラームはある 

aggregateStateTrap 状態に対して生成されます。 詳細については、「MSCS 

の自己監視 (P. 88)」を参照してください。 

注： MSCS トラップの詳細については、MIB ツールを使用して

「CAMSCS-MIB」MIB を表示してください。 詳細については、「IT インフ

ラストラクチャのモデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
 

詳細情報： 

Cluster Manager イベント定義の表示および変更方法 (P. 92) 
 

 

MSCS 状態監視 

Cluster Manager は、環境内のさまざまなクラスタ コンポーネントの状態を

監視し、以下のソースからのこの情報を取得します。 

■ CAMSCS-MIB のポーリング。 クラスタ環境内のエレメントについて、

数百のオブジェクトが定期的に監視されます。 この情報はポーリング 

サイクルに従って CA Spectrum で更新されます。 環境の健全性および

ステータスに対する洞察力を提供する、さまざまなイベントおよびア

ラームを作成するには、Cluster Manager はこれらのオブジェクトから

関連情報を引き出します。 

■ 自己監視トラップ (P. 88)。 インストールされたとき、MSCS AIM は管

理対象のクラスタ コンポーネントのさまざまなリソースおよびアク

ティビティを追跡する、SystemEDGE エージェント上の自己監視を設定

します。 その監視はしきい値に基づきます。また、しきい値違反となっ

た場合、aggregateState トラップが送信されます。 その後、CA Spectrum 

はイベントを生成します。また、監視の現在の重大度状態によって、

適用可能なアラームを生成します。 自己監視から収集されるデータに

は、ノード用の CPU またはメモリ使用率が含まれます。 
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クラスタ コンポーネントの状態を監視するために、Cluster Manager は両方

の発生元からの情報を使用します。 アラームが生成され、状態が修正さ

れたとき、自動的にクリアされます。 また、状態ベースのすべてのアラー

ムも、ユーザによってクリア可能です。 トラップおよびポーリングの発

生元の両方で同じアクティビティが明らかになったとき、Cluster Manager 

はオーバーラップを識別します。 ポーリングが生成するアラームが優先

される、単一のアラームが作成されます。 
 

以下の詳細情報が適用されます。 

■ MSCS AIM はクラスタの状態を提供しません。 状態はクラスタの仮想 

IP アドレスに ping を実行することにより決定されます。 

■ リソース グループがプライマリ ノードからセカンダリ ノードに移る

とき、アラームが発生します。 リソース グループがセカンダリ ノー

ドからプライマリに戻るとき、新しいアラームが最新の移行に対して

生成されます。 元のアラームは自動的にクリアされません。ただし、

ユーザによってクリア可能です。 
 

以下の表では、クラスタ コンポーネントごとの状態ベースのアラーム情

報のリストを示します。 

 

エンティティ 状態 CA Spectrum アラーム重大度 
 

クラスタ 

 

稼働中 

 

クリア 

クラスタ ダウン 重大（赤色） 

ノード 稼働中 クリア 

ノード ダウン 重大（赤色） 

ノード 統合 イベントのみ 

ノード 一時停止 イベントのみ 

ノード 不明 メジャー（オレンジ色） 

ノード 高い CPU 使用率* メジャー（オレンジ色） 

ノード 高いメモリ使用率* メジャー（オレンジ色） 

リソース グループ 不明 メジャー（オレンジ色） 

リソース グループ オンライン クリア 

リソース グループ オフライン 重大（赤色） 

リソース グループ 障害が発生 重大（赤色） 
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エンティティ 状態 CA Spectrum アラーム重大度 

リソース グループ Partial_online マイナー（黄色） 

リソース グループ 保留 イベントのみ 

リソース グループ 親変更 メジャー（オレンジ色） 

リソース 不明 メジャー（オレンジ色） 

リソース 継承 イベントのみ 

リソース 初期化中 イベントのみ 

リソース オンライン クリア 

リソース オフライン メジャー（オレンジ色） 

リソース 障害が発生 重大（メジャー） 

リソース 保留 イベントのみ 

リソース Online_Pending イベントのみ 

リソース Offline_Pending イベントのみ 

* 自己監視 aggregateStateTrap から生成されたアラーム。 
 

詳細情報： 

Cluster Manager イベント定義の表示および変更方法 (P. 92) 
 

 

MSCS の自己監視 

自己監視は SystemEDGE エージェント上で設定される、しきい値ベースの

ウォッチです。 インストールされたとき、MSCS AIM はクラスタ環境に固

有の自己監視を設定します。 MSCS AIM は最初の重大度およびしきい値を

設定します。ただし、OneClick 内からアクセスして値を変更できます。 
 

設定されたしきい値に対する違反があったとき、SystemEDGE エージェン

トは、aggregateStateTrap を使用して CA Spectrum に関連情報を送信します。 

その後、CA Spectrum はイベントを生成し、イベントをそれぞれのエンティ

ティに転送します。 
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以下の監視についてのみ、CA Spectrum はデフォルトでアラームを生成し

ます。 

■ ノード CPU 使用率 

■ ノード メモリ使用率 
 

以下の表で示すように、自己監視に対して設定される状態値は、CA 

Spectrum アラームの重大度を決定します。 

 

MSCS AIM 状態 CA Spectrum アラーム重大度 
 

1： なし/不明 

 

イベントのみ 

2： OK クリア 

3： 警告 クリア 

4： マイナー マイナー（黄色） 

5： メジャー メジャー（オレンジ色） 

6： 重大 メジャー（オレンジ色） 

7： 致命的 メジャー（オレンジ色） 
 

詳細情報： 

Cluster Manager イベント定義の表示および変更方法 (P. 92) 

しきい値の表示および変更方法 (P. 98) 
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MSCS AIM ポーリング間隔の制御 

Cluster Manager は、MSCS AIM を MSCS PowerHA 環境のディスカバリ、モデ

リング、および監視に使用します。 MSCS AIM には独自のポーリング間隔

があります。これは CA Spectrum 内から設定できます。 

注： 他の MSCS AIM 設定の詳細については、「CA Virtual Assurance for 

Infrastructure Managers 管理ガイド」を参照してください。  

次の手順に従ってください： 

1. MSCS AIM を表す Microsoft Cluster Manager モデルを選択します。  

コンポーネント詳細画面は、選択された Microsoft Cluster Manager の情

報を表示します。  

2. コンポーネント詳細画面内の［情報］タブで、［Microsoft Cluster 

Manager］、［設定］、［システム］サブビューを展開します。  

展開された［システム］サブビューが表示されます。  

3. エージェント ポーリング間隔については、値をクリック、設定、変更

して、Enter キーを押します。 

MSCS AIM のためのポーリング間隔が更新されます。  
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付録 A: イベントとアラームの表示および設

定 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Cluster Manager イベント定義の表示および変更方法 (P. 92) 

Cluster Manager 相関の表示および変更方法 (P. 93) 

Cluster Node Down アラームの相関を変更する方法 (P. 94) 

しきい値の表示および変更方法 (P. 98) 
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Cluster Manager イベント定義の表示および変更方法 

Cluster Manager が使用するイベントを識別するには、OneClick で［イベン

ト設定］アプリケーションを使用できます。 また、このアプリケーショ

ンを使用すると、イベントと関連付けられる、生成されたアラーム重大度

を変更できます。 

注： デフォルト設定を使用して、複数の監視メソッドで同じアクティビ

ティが明らかになり、単一のアラームのみが発生するとき、Cluster 

Manager はオーバーラップを識別します。 カスタム アラームを追加する

ために［イベント設定］を使用する場合、同じアクティビティに対する重

複したアラームが発生する場合があります。  

次の手順に従ってください： 

1. ［ツール］、［ユーティリティ］、［イベント設定］を選択します。 

［イベント設定］ウィンドウが表示されます。 ナビゲーション画面は、

CA Spectrum インストールで定義されているイベントをすべて表示し

ます。 

2. Cluster Manager に適用されるイベントをフィルタします。 ［表示］

フィールドを使用して、以下のイベント コードのいずれかを一度に 1 

つ入力します。  

■ 0x01169c, 0x01169b32 - 0x01169b38 –  関連する SystemEDGE イベン

ト 

■ 0x0621 –  Cluster Manager のイベント 

3. イベントを選択します。 

イベント詳細がコンテンツ画面に表示されます。 

4. （オプション）［詳細］パネルを使用して、アラーム重大度を含むイ

ベント用の任意のパラメータを変更し、［保存］をクリックします。 

注： 詳細については、「Event Configuration User Guide」を参照してくださ

い。 
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Cluster Manager 相関の表示および変更方法 

Cluster Manager が使用する相関を表示するには、OneClick で［状態相関エ

ディタ］アプリケーションを使用します。 

次の手順に従ってください： 

1. ［ツール］、［ユーティリティ］、［状態相関エディタ］を選択しま

す。 

［状態相関エディタ］はデフォルトで［状態］タブで開きます。 ［状

態］タブは、CA Spectrum インストールで定義されている条件をすべて

表示します。  

2. ［状態］タブで、［表示］フィールドに「0x0621」と入力し、Cluster 

Manager に該当する状態を表示します。 

Cluster Manager に該当する状態のみが表示されます。 ［状態名］はク

ラスタ コンポーネントおよびその状態を識別します。 状態は相関の基

本構成要素です。 状態ごとに［セット イベント コード］、［クリア イ

ベント コード］も表示されます。 

注： 表示されたイベント コードと関連付けられるアラーム情報につい

ては、［イベント設定］アプリケーションを使用します。 

3. （オプション）デフォルト設定を変更するには、条件を編集します。 
 

4. ［ルール］タブをクリックします。 

インストールに対して定義されるすべての相関ルールのリストが表示

されます。 特定の条件が満たされたとき、ルールは、2 つ以上の状態

の関係を定義します。  

5. Cluster Manager に適用されるルールに対してフィルタするには、［表

示］フィールドに、「cluster」と入力します。 

6. （オプション）それぞれの列ヘッダを選択することにより、［兆候の

状態］または［根本原因の状態］で結果を並べ替えます。 
 

7. ルールを選択します。 

ルールを定義する条件は［ルール条件］タブに表示されます。 

8. （オプション）ルールを編集して任意のデフォルト設定を変更します。 

注： 詳細については、「状態相関ユーザ ガイド」を参照してください。 
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詳細情報： 

Cluster Node Down アラームの相関を変更する方法 (P. 94) 
 

 

Cluster Node Down アラームの相関を変更する方法 

クラスタ ノードに障害が発生する場合、Cluster Manager は、Cluster Node 

Down アラームを Contact Lost アラーム（根本原因として［接続切断］）と

相関させます。 Cluster Node Down アラームが根本原因となるように、［状

態相関エディタ］を使用して相関動作を変更できます。 また、相関をな

くし、両方のアラームを設定することもできます。 
 

 詳細情報： 

相関ルールの変更 (P. 94) 

相関ルールの削除 (P. 96) 
 

 

相関ルールの変更 

この手順では、クラスタ ノードがデフォルト相関動作の変更により失敗

するとき、レポートされた根本原因を変更する方法について説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. ［ツール］、［ユーティリティ］、［状態相関エディタ］を選択しま

す。 

［状態相関エディタ］が開きます。 
 

2. ［ルール］タブをクリックします。 

インストールに対して定義されるすべての相関ルールのリストが表示

されます。 以下のルールが Cluster Manager および Cluster Node Down 

アラームに適用されます。 

■ IBM Cluster Node Down (次の原因で発生) Contact Lost Red 

■ MSCS Cluster Node Down (次の原因で発生) Contact Lost Red 
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以下の例のように、各クラスタ ソリューションの「Cluster Node Down」

の［兆候の状態］は、根本原因の状態、ContactLost_Red に相関されま

す。  

 
 

3. 変更するユーザを選択し、［編集］ボタンをクリックします。  

［ルールの編集］ウィンドウが表示されます。 
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4. 以下のように値を変更します。 

a. 新しい［兆候の状態］として ContactLost_Red を選択します。 

b. ［根本原因の状態］として適切な「Cluster Node Down」値を選択し

ます。  元の標準装備のルールで定義されるように、これらの値は

次のとおりです。 

■ IBM Cluster Node Down 

■ MSCS Cluster Node Down 

 
 

5. ［OK］をクリックします。 

クラスタ ノード失敗の新しいアラームでは根本原因として Cluster 

Node Down を使用します。 既存のアラームおよび症状は変わりません。 

注： 詳細については、「状態相関ユーザ ガイド」を参照してください。 
 

相関ルールの削除 

この手順では、クラスタ ノードが失敗するとき、相関ルールを削除する

方法について説明します。 その結果、Cluster Node Down および Contact Lost 

アラームの両方がレポートされます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［ツール］、［ユーティリティ］、［状態相関エディタ］を選択しま

す。 

［状態相関エディタ］が開きます。 
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2. ［ポリシー］タブを選択します。 

インストールに対して定義されるすべての相関ポリシーのリストが表

示されます。 以下のポリシーが Cluster Manager および Cluster Node 

Down アラームに適用されます。 

■ IBM Node Policy 

■ MSCS Node Policy 

 
 

3. 変更するポリシーを選択し、［編集］ボタンをクリックします。  

［ポリシーの編集］ウィンドウが開きます。 
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4. 適切な「Cluster Node Down」ルールを右に移動させます。 元の標準装

備のポリシーで定義されるように、これらのルールは次のとおりです。 

■ IBM Cluster Node Down (次の原因で発生) Contact Lost Red 

■ MSCS Cluster Node Down (次の原因で発生) Contact Lost Red 

 
 

5. ［OK］をクリックします。 

Cluster Node Down ルールは、ポリシーで有効ではなくなりました。 次

にクラスタ ノードに障害が発生した場合は、Cluster Node Down および 

Contact Lost アラームの両方が発生します。また、相関は生じません。 

既存のアラームおよび症状は変わりません。 

注： 詳細については、「状態相関ユーザ ガイド」を参照してください。 
 

しきい値の表示および変更方法 

Cluster Manager は、クラスタ技術 AIM が SystemEDGE エージェント上で設

定する、自己監視を使用します。 自己監視はしきい値に基づき、管理さ

れたクラスタ コンポーネントのさまざまなリソースおよびアクティビ

ティを追跡します。 しきい値違反がある場合、CA Spectrum イベントおよ

び（場合により）アラームが作成されます。 自己監視用の設定パラメー

タが定義され、SystemEDGE エージェント上に格納されますが、CA Spectrum 

内から変更できます。 

以下の手順では、CA Spectrum 内からクラスタ技術 AIM 用の自己監視のパ

ラメータを変更する方法について説明します。 
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次の手順に従ってください： 

1. ユニバース階層またはトポロジ内の Cluster Manager モデルを選択し

ます。 

コンポーネント詳細画面は、選択された Cluster Manager の情報を表示

します。 
 

2. コンポーネント詳細画面内の［情報］タブで、［システム リソース］、

［自己監視］サブビューを展開します。 

展開されたサブビューが、以下のように表示されます。 

 

注： テーブル列見出しの右クリック、および［列］タブの使用により

表示される列を制御します。 また、サブビューのドッキングを解除す

ることもできます。 
 

3. 行を選択して、［編集］をクリックします。 

［自己監視テーブル エントリの編集］が表示されます。 
 
 

4. ［しきい値］および目的の他の値を変更し、［OK］をクリックします。 

新しい値はテーブル、および AIM 上に保存されます。 
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付録 B: トラブルシューティング 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

クラスタ AIM 設定がサポートされていない (P. 101) 

接続がトポロジに表示されない (P. 102) 
 

クラスタ AIM 設定がサポートされていない 

症状： 

クラスタ環境をモデリングすることを試みた後、以下のアラームが表示さ

れます。 

サポートされないクラスタ AIM 設定 

解決方法： 

単一のクラスタ技術 AIM のみによってクラスタ ノードを管理できます。 

ユーザが不注意により、複数のクラスタ技術 AIM によってクラスタ ノー

ドを管理することを試みた場合、Cluster Manager はクラスタ モデルにこの

アラームを発行します。 子はクラスタ モデルに対して作成されません。 

AIM 設定を確認します。 各クラスタおよびクラスタ ノードが単一の AIM 

のみに登録されるように、AIM の設定を変更します。 

注： 手順については、「CA Virtual Assurance for Infrastructure Managers 管理

ガイド」を参照してください。 
 



接続がトポロジに表示されない 
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接続がトポロジに表示されない 

症状： 

OneClick トポロジ ビューで、クラスタ ノードが他のデバイスに対して接

続を表示しません。 

解決方法： 

クラスタ ノードとネットワーク内の他のエレメントの間の接続を確立す

るためには、クラスタ ノードがモデリングされる前に、接続デバイスを

モデリングする必要があります。 環境を検出してモデリングするとき、

アップストリームのルータとスイッチをモデリングするために、標準的な 

CA Spectrum ディスカバリを最初に実行します。 その後、Cluster Manager 

ディスカバリを実行でき、クラスタ コンポーネントのモデルおよび接続

が作成されます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. クラスタ ノードのアップストリームのルータおよびスイッチなどの

デバイスがモデリングされることを確認します。 そうでない場合、こ

れらの接続デバイスをモデリングするために標準的な CA Spectrum 

ディスカバリを実行します。 

2. クラスタ環境がモデリングされた後、接続するデバイスがモデリング

された場合は、影響のある各デバイス上で［接続の検出］を実行しま

す。 

注： ［接続の検出］の詳細については、「IT インフラストラクチャの

モデリング/管理 - 管理者ガイド」を参照してください。 
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用語集 
 

Application Insight Module（AIM） 

SystemEDGE エージェントは、エージェントの初期化時にオプションの 

Application Insight Module（AIM）をロードできるプラグイン アーキテク

チャを備えています。 AIM は SystemEDGE エージェントに対する機能拡張

です。  

Cluster Manager ディスカバリ 

Cluster Manager ディスカバリは、クラスタ コンポーネントの CA Spectrum 

内のモデリングです。 クラスタ技術 AIM が正常にモデリングされた後、

Cluster Manager は、環境内のクラスタ コンポーネントに関する情報を AIM 

から取得します。 AIM から取得されるマシンのリストを使用して、Cluster 

Manager は自動ディスカバリを使用して、各クラスタ ノードをモデリング

します。 サポート対象のすべてのクラスタ コンポーネント（クラスタ、

リソース グループ、およびリソース）もモデリングされます。  

IBM PowerHA Cluster Manager 

IBM PowerHA Cluster Manager は HACMP AIM が含まれるホストを表す CA 

Spectrum モデルです。 HACMP AIM はユーザ環境で IBM PowerHA クラスタ 

エレメント（クラスタ、ノード、リソース グループ、およびリソース）

を監視します。  

Microsoft Cluster Manager 

Microsoft Cluster Manager は MSCS AIM が含まれるホストを表す CA 

Spectrum モデルです。 MSCS AIM はユーザ環境で Microsoft クラスタ サー

ビス エレメント（クラスタ、ノード、リソース グループ、およびリソー

ス）を監視します。  

アクティブ ノード 

アクティブ ノードは、アプリケーション プロセス（リソース グループの

一部として）が現在実行されている、クラスタ環境内のシステムです。 CA 

Spectrum Cluster Manager では、アクティブ ノードには子としてリソース 

グループがあります。 濃い色のワークステーション アイコンは、Cluster 

Manager 階層でアクティブなノードを表します。 
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仮想技術マネージャ 

仮想技術マネージャは、仮想技術 AIM がロードされた SystemEDGE エー

ジェントです。 Virtual Host Manager は、仮想デバイスを管理するために仮

想技術マネージャを使用します。 詳細については、「Virtual Host Manager 

ソリューション ガイド」を参照してください。 

クラスタ 

クラスタは、分散処理能力および高可用性を提供する、ローカルに接続し

たマシンのグループです。 クラスタは、単一のシステム イメージおよび IP 

アドレスとしてクライアントに表示されます。 

クラスタ ノード 

クラスタ ノードは、クラスタに参加する独立したコンピュータ システム

です。 クラスタ ノードはアクティブまたは非アクティブである場合があ

ります。 アクティブなノードには、現在実行されているアプリケーショ

ン プロセス（リソース グループの一部として）があります。 非アクティ

ブ ノードは、クラスタに割り当てられているが、現在、リソースを処理

していないシステムです。 
 

非アクティブ ノード 

非アクティブ ノードは、利用可能なクラスタ ノードで、現在実行中のリ

ソース グループがないノードです。 CA Spectrum で、メンテナンス モード

またはハイバネーション モードのモデルとは異なり、非アクティブ ノー

ドのモデルは完全に機能します。 ノードのデータが収集されます。また、

ノード用のすべてのアラーム アクティビティまたはイベントがモデル上

に書き込まれます。 Cluster Manager 階層内では、非アクティブ ノードに

は子としてリソース グループがありません。 透明なアイコンは非アク

ティブ ノードを表します。 

フェールオーバ/フェールバック（MSCS） 

フェールオーバは転送プロセスです。障害の発生した特定のノード上でホ

ストされるリソース グループが、クラスタ内の別のノードに移動します。 

逆のプロセスは「フェールバック」です。 障害が発生したノードが再度

アクティブになるとき、フェールバックが発生します。また、他のノード

にフェールオーバしたグループは元のノードに転送されます。  
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フォールオーバ/フォールバック（IBM PowerHA） 

フォールオーバは、失敗した特定のノード上でホストされるリソース グ

ループが、クラスタ内の別のノードに移動する転送プロセスです。 逆の

プロセスは「フォールバック」です。 障害が発生したノードが再度アク

ティブになるとき、フォールバックが発生します。また、他のノードに移

動したグループは元のノードに転送されます。  

プロキシ管理 

プロキシ管理は、デバイス自体の代わりの、または追加の代替管理ソース

を使用して、ネットワーク デバイスを管理する行為です。 たとえば、CA 

Spectrum は、直接またはクラスタ技術 AIM を通じてクラスタ ノードにア

クセスすることにより、クラスタ環境を管理できます。  

マイグレーション 

マイグレーションは、あるノードから別のノードへのリソース グループ

の移動です。 クラスタ技術によっては、マイグレーションを説明するた

めに別の用語が使用されます（たとえば、フェールオーバ、フォールオー

バ、フェールバック、およびフォールバック）。  

リソース 

リソースは、一度に 1 つのノード上でのみ実行される、論理コンポーネン

トまたはエンティティ（たとえばファイル システムまたはアプリケー

ション）です。 リソースは、あるクラスタ ノードから別のクラスタ ノー

ドに移動させることができます。  

リソース グループ 

リソース グループは、単一クラスタ ノード上に存在する機能ユニットを

形成する、リソースのコレクションです。 
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